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研究要旨 
室内環境中に存在する製品情報、製品中化学物質情報の収集・整理と、室内環境での主要
曝露経路における高リスク物質のスクリーニング手法の構築を行うことを目的とした。 
 引き続き、塗料、接着剤、殺虫・防虫剤、プラスチック添加剤に用いられる化学物質を主
な製品として、情報収集・整理した、製品別含有化学物質情報ライブラリワークシート（Excel
ファイル）の情報を拡充、整理した。また、①製品からの室内空気への移行→吸入曝露、②
製品からの室内空気への移行→経皮曝露、③④製品からの室内空気への揮発→食品や水へ
の溶解・吸収（濃縮）→経口曝露（③は水分④は油分への吸収）、⑤製品から室内ダストへ
の移行→吸入曝露、⑥製品から室内ダストへの移行→経口曝露、⑦製品への直接接触→経皮
曝露の７つに整理した曝露経路毎にスクリーニング手法を提案するとともに、スクリーニ
ング結果の検証と手法の改善（化学物質量ランクの考慮）や各曝露経路のランクが同等とな
るようランク分けの方法を修正した。また、室内の油含有食品や埃などへの移行に係わる物
性値 Poaの推定精度については、Poaが大きな物質で濃度を変化させて測定しても、１桁以
内の程度精度で予測できることを確認した。総括として、各曝露経路に関して、今後検討す
べき物質を選択するための基礎資料となる高リスク懸念物質リストをまとめた。 

 
Ａ．研究目的 
 室内製品には多種多様な化学物質が含有
されており、それらの曝露による健康影響
が懸念されている。室内濃度指針値が定め
られているのは、現在は 13物質のみであり、
新たに追加を検討されている物質もあるが、
十分な評価や管理がなされていない物質が
他にもまだ多く残されている。本研究では、
室内に実際に存在する可能性のある化学物
質情報をもとに、その化学物質のハザード
評価を行うことを目的している。 
 サブテーマ(c)では、図 4-1 に示すように
室内に存在する製品情報、製品中化学物質
情報の収集・整理と、室内環境での主要曝露
経路における高リスク物質のスクリーニン
グ手法の構築を行う。初年度は製品情報、製
品中化学物質情報の収集・整理を進めると
ともに、比較的高リスクと考えられる物質
を選定するためのスクリーニング手法の考

え方を検討した。また、これまでに十分な知
見の無い曝露経路に関しては、スクリーニ
ング結果の妥当性の検証方法も検討した。
なお 2 年目および３年目には、更に主要曝
露経路における高リスク物質のスクリーニ
ング手法の精度を高めると共に、情報を拡
充する。また、スクリーニングの結果などか
ら詳細評価の候補物質の情報を他のサブテ
ーマグループに提供する。 
 
Ｂ．研究方法 
 本研究は、引き続き図 4-2に示すような
手順で、製品に含有される化学物質につい
て、含有情報や取扱量情報、物性情報、毒
性情報を収集した。また、後にスクリーニ
ング結果の妥当性を検証するために、室内
で検出される化学物質の情報についても更
に収集・整理した。 
 毒性に関わる情報と曝露に関わる情報と



を組み合わせて、リスクの程度を判断する
リスクスクリーニング手法については、研
究代表者や研究分担者との議論や関連する
学会等での議論を参考に、検討・改良し
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-1 研究の概要 
 
①製品中に含有される化学物質情報の収集 
       ↓ 
②有害性情報の収集（毒性情報） 
       ↓ 
③物性情報の抽出（曝露情報） 
       ↓ 
⑤高懸念物質のスクリーニング手法の検討 
       ↓ 
⑥スクリーニングされた物質の妥当性検証 
       ↑ 
④室内で検出される化学物質情報の収集 
 
     図 4-2 研究の手順 
 
１．室内に存在する製品情報、製品中化学
物質情報の収集・整理 
 吸入による曝露経路の優先的に考えるこ
ととして、室内での使用も多く、空気への
移行が懸念される物質の事例も多い「塗料
成分」、「接着剤成分」、「殺虫・防虫剤成
分」、「プラスチック添加剤」等に含有する
化学物質データベースについて、前年度に
引き続き情報の確認、拡充と整理を実施し
た。特に、「室内の化学物質量」を考慮し

た曝露性ランクのために、主要用途情報や
含有率情報を検討、拡充した。なお、情報
が得られない場合には、推算値を用いた。
含有化学物質の情報については、CAS番号
により整理した製品別含有化学物質情報ラ
イブラリワークシート（Excelファイル）
に整理してとりまとめた。 
 
２．室内環境での主要曝露経路における高
リスク物質のスクリーニング手法の構築 
（１）スクリーニング手法の検討・改良 
 室内環境で考慮する主要な曝露経路とし
て、次の７つに曝露経路を詳細に分類、整
理して、スクリーニング手法を改良した。 
①製品からの室内空気への移行→吸入曝露 
②製品からの室内空気への移行→経皮曝露 
③④製品からの室内空気への揮発 
 →食品や水への溶解・吸収（濃縮） 
 →経口曝露（③は水分④は油分への吸
収） 
⑤製品から室内ダストへの移行→吸入曝露 
⑥製品から室内ダストへの移行→経口曝露 
⑦製品への直接接触→経皮曝露 
 これらの曝露経路について、収集した有
害性情報から毒性ランクを、製品中含有情
報や物性情報から曝露性ランクを分類し、
その結果から高懸念となる化学物質のスク
リーニング手法を検討することとした。図
4-3に、本研究で考慮する曝露経路と関連
する化学物質の物性情報項目をまとめた。 
 初年度と 2年目に提案したスクリーニン
グ方法について、スクリーニング結果を検
証し、ランク分け方法等を改良した。ま
た、①～⑦の多様な曝露経路について、ス
クリーニング手法を検討した。各曝露経路
毎に提案した手法によるスクリーニング結
果の検証・改善や、各曝露経路のランクが
同等となるようランク分けの方法を修正し
た。更に、室内の化学物質の存在量も考慮
した、「化学物質量ランク」の考え方を整
理した。④の曝露経路に関しては、推算し
た Poaによる媒体間移行の評価の妥当性を
確認するために簡易実験装置を用いて、濃



度別にオクタノールへの気液吸収を測定
し、推算 Poaの精度や吸収速度について確
認した。 
 
（２）気相から油分への移行の確認実験 
 ④の曝露経路に関しては、スクリーニン
グ手法の検証のための実測調査データがほ
とんど無い。そのため、本研究ではスクリ
ーニングにより要懸念となった物質を用い
て、本曝露経路の評価の必要性、重要性を
検討し、必要であれば本曝露経路について
の事例を示したい。 
 1～2年目に、推算した Poaによる媒体
間移行の評価の妥当性を確認するために、
室内汚染が懸念されるベンゼンおよび p-ジ
クロロベンゼンを用いて移行実験を試み
た。 
3年目には、p-ジクロロベンゼンのガス濃
度を変えて実験し、Poa（推算値）、つまり
ランク分けの精度を確認することとした。 
 実験装置を図 4-4に示した。希釈ガスを
送るポンプにはローボリウムエアサンプラ
ーLV-40BR（柴田科学）を用い、標準ガス
発生装置には PD-1B-2（ガステック）を用
いた。標準ガス発生装置では、２つの流路
（Line１と Line2）とで、ディフュージョ
ンチューブ、流量を変化させて、物質の種
類や濃度を変化させることができる。十分
な流量で各生成ガスを各チャンバーに導入
し、チャンバー内の対象物質濃度を一定に
保つようにした。また、各チャンバー内に
は、オクタノールの入った吸光度測定用の
10 mm石英セルもしくはφ90mmのシャー
レを入れ、吸光度の時間変化から、オクタ
ノール中濃度の経時変化を測定した。分析
には分光光度計 V-630（日本分光）を使用
し、波長は 235 nmとした。また、オクタ
ーノール中濃度の実測値から、次式によ
り、Poaの値を求めた。 
 
 POA ＝（平衡ｵｸﾀﾉｰﾙ中濃度）／（平衡気相濃
度） 
  ※平衡気相濃度はここでは通気ガス濃度 

 
(倫理面の配慮） 
 本申請研究により得られた特定の個人・
企業等の情報は、許可無く個人・企業等が
特定されないような配慮の上で、研究発表
等を行う。 
 また、毒劇物等、高圧ガス等の取り扱い
について、法令や学内管理規則等の遵守を
徹底する。 

 
Ｃ．研究結果 
１．室内に存在する製品情報、製品中化学
物質情報の収集・整理 
 引き続き、塗料、接着剤、殺虫・防虫
剤、プラスチック添加剤に用いられる化学
物質の含有情報を収集し、情報が得られな
い項目も多数あるが 1,697物質について情
報を集積できた。含有化学物質の CAS番
号とともに、図 4-5のような書籍や業界情
報、学術情報、CHRIP等のデータベースな
どから、有害性情報（リスク評価情報、一
般環境や作業環境、室内環境等での管理濃
度情報、慢性毒性、発がん性、感作性な
ど）、物性情報（蒸気圧や沸点、溶解度、
Pow、Henry定数など）を収集して、ワー
クシートにまとめた。 
 有害性に関しては、特に吸入毒性情報の
得られない物質も多数見られた。より多く
の物質をスクリーニングするために、これ
らの物質は経口慢性毒性情報も調査して、
代わりに用いることとした。感作性につい
ては、情報限を拡充し、EU、ACGIH、
OSHA、産業安全衛生学会の情報を確認、
更新入力した。このようにして確度情報の
みしか得られていない物質も多いが、881
物質については、いずれかの有害性情報を
入力することが出来た。 
 また、各化学物質の用途情報とともに、
製品中での機能や主要用途での含有率につ
いて、MSDSやホームページなど業界情報
も活用して、大凡の用途から含有率を仮決
定して入力した。これらも、製品別含有化
学物質情報ライブラリワークシート



（Excelファイル）に整理することができ
た。 
 
２．室内環境での主要曝露経路における高
リスク物質のスクリーニング手法の構築 
（１）スクリーニング手法の検討・改良 
 これまでに検討した曝露経路①での高懸
念となる化学物質のスクリーニング手法の
考え方を参考に、②～⑦についても、スク
リーニング手法を検討した。 
 有害性ランクを表 4-1にまとめた。吸入
曝露を参考にして、経口曝露、経皮曝露に
関しても有害性ランクを決定した。感作性
に関しては、経口曝露については十分な知
見が得られなかったため、考慮しておら
ず、また経皮曝露に関しては、皮膚感作性
だけでなく気道感作性に関しても重く見て
Aランクとした。 
 また、曝露性ランクの考え方に関して、
図 4-6にまとめた。室内にどの程度の存在
量の化学物質が存在するかによってもリス
クレベルが異なるため、新たに「化学物質
量ランク」という考え方を導入することと
した。「製品使用形態ランク」「化学物質量
ランク」「曝露経路移行ランク」のそれぞ
れを点数化して足し合わせて、その値から
スクリーニングすることとした。「曝露経
路移行ランク」、製品から各媒体を経由し
て、人が摂取するまでの媒体中での挙動や
媒体間の移行を表す物性値を用いて、各曝
露経路毎にランク分けの仕方が異なる。 
 平成 28年度にとりまとめた、各曝露経
路の「製品使用形態ランク」「化学物質量
ランク」「曝露経路移行ランク」の考え方
を以下にまとめる。まず、図 4-7(a)(b)には
「製品使用形態ランク」、図 4-8には「化
学物質量ランク」の考え方をまとめた。図
７では、経口曝露の場合には、室内空気濃
度が短期・高濃度となる場合を大きく考慮
しないこととしている。また、化学物質量
ランクは、室内にどれだけの物質が存在す
るかを製品使用量と含有率を組み合わせて
求めたものである。製品使用量ランクと含

有率ランクから設定したポイントの合計点
を用いて化学物質量ランクを決定した。た
だし、製品使用量ランクは用途から使用量
を推定しているため、不確実性が大きいと
考えられる。報が得られた物質(製品)も限
られていることから、類似用途から含有率
を推定した物質も多数あり、これらの不確
実性も大きくなっている。しかし、本研究
では、未規制物質を含む室内製品含有化学
物質のスクリーニング手法の構築とより多
くの物質を対象としてスクリーニング評価
を行い、詳細検討する候補物質を漏らさな
いためにも、ある程度の不確実性は許容し
て、多くの物質を評価することを考えた。 
 図 4-9①～⑦に、各曝露経路に関するス
クリーニングの考え方をまとめた。 
 ②室内空気からの経皮曝露では、皮膚透

過性ランクを設定した。ここで、皮膚透過係

数は、文献（C. J. Weschler, W. W. Nazaroff, 

SVOC exposure indoors: fresh look at dermal 

pathways, Indoor Air 2012; 22: 356-377）より、

次式とした。 

kpb [m/h]= 0.74log(Pow)－0.072(MW
2/3) 

       －5.3－log(HGW) 
なお、Mwは分子量(g/mol)、HGWは無次元
ヘンリー定数である。 
 ③④室内空気から飲食物への吸収による
経口曝露では、ヘンリー定数やＰｏａを用
いた飲食物濃縮度ランクを設定した。 
 ⑤⑥埃への移行による吸入や Hand to 
mouthによる摂取についてはダストへの吸
着性を考慮することとし、十分な情報が無
く、土埃も埃には含まれることから、ここ
では土壌への吸着性と同等と考えた。な
お、⑤で室内の粉塵濃度は 150μg/m3、⑥
で粉塵の摂食量は 100mg/dとした。 
 ⑦直接の接触による経皮吸収について
は、接触頻度ランクや皮膚透過性ランクを
設定して評価した。このように十分な情報
が得られずに、不確実性は少なくないが、
多様な曝露経路を考慮した、高懸念物質の
スクリーニング手法を検討することができ



た。 
 
（２）スクリーニング結果 
●経路①(製品→室内空気→吸入曝露) 
 表 4-2①、表 4-3①にスクリーニング結果
を示した。スクリーニング対象となった
753物質のうち 57物質が高リスク懸念物
質(有害性, 曝露性)=（A,A）（A,B）（B,A）
と判定された。 
  (A, A)の 17物質は、比較的使用量が多
い製品に含有している物質であり、主な用
途は、塗料・接着剤、ゴム製品、シロアリ
駆除剤・殺虫剤・農薬であった。(A, A)の
17物質中 10物質は、揮発性が小さいが体
内蓄積可能性により曝露性ランクが高くな
った。室内空気での検出事例があるのは
17物質中 6物質で、そのうち揮発性は低
いが体内蓄積可能性が高い物質は 4物質
(フェンチオン、ディルドリン、クロルピ
リホス、シフルトリン)であり、前 2物質
は基準値相当の濃度（環境管理参考濃度）
を超える検出事例がある。また、グリオキ
サールは水溶性塗料に用いられているが、
室内の調査事例は十分に無い。 
 指針値設定物質について、(A, A)にはホ
ルムアルデヒド、ダイアジノン、クロルピ
リホス、(B, A)には p-ジクロロベンゼン、
フタル酸ジ-n-ブチル、フタル酸ビス(2-エ
チルヘキシル)、エチルベンゼンが、(B, C)
にはスチレン、(C, A)にはトルエン、アセ
トアルデヒド、(C, C)にはフェノブカル
ブ、(D, A)にはキシレン、(D, D)にはテトラ
デカンがランク分けされた。(A, A), (A, B)
と高リスク懸念物質として 13物質中 7物
質がとなっており、指針値設定物質が比較
的高リスク懸念側にスクリーニングされ
た。本手法の妥当性が確認された。 
 高リスク懸念物質のうち特に測定事例が
ない物質は、詳細調査の必要性が示唆さ
れ、体内蓄積可能性に関してもより詳細な
検証が必要であると考えられる。 
 
●経路②(製品→室内空気→経皮曝露)  

 表 4-2②、表 4-3②にスクリーニング結果
を示した。スクリーニング対象となった
490物質のうち、24物質が高リスク懸念物
質(有害性, 曝露性)=（A,A）（A,B）（B,A）
と判定された。これら 24物質の曝露性ラ
ンクのスコアリングの内訳を確認したとこ
ろ、皮膚透過性ランクが大きいために曝露
性ランクが高ランクとなった物質が多く確
認された。 
これらのうち 22物質は揮発性が非常に低
く、室内空気中に存在しにくかった。ま
た、比較的揮発性の高い 2物質はグリオキ
サールとホルムアルデヒド(指針値設定物
質)で、吸入経路(経路①)でも高リスク懸念
物質と判定された物質であり、揮発性が高
く、室内空気に存在する可能性が他の物質
よりも高い。今後の詳細調査が必要と考え
られた。 
 
●経路③(製品→室内空気 
    →水分含有飲食物→経口曝露) 
 表 4-2③、表 4-3③にスクリーニング結果
を示した。スクリーニング対象となった
297物質のうち 26物質が高リスク懸念物
質(有害性, 曝露性)=（A,A）（A,B）（B,A）
と判定された。(A, A)となったのは、2,2'-
ジクロロ-4,4'-メチレンジアニリン、ホルム
アルデヒド、シフルトリン、ジコホル、ダ
イアジノン、シペルメトリン、テトラクロ
ルビンホス、トラロメトリン、ビフェント
リンの 9物質であった。前 2物質は塗料・
接着剤に含有しており、後 7物質は殺虫・
防虫剤、農薬成分であった。塗料について
は、ホルムアルデヒドやトルエン以外に
も、注意すべきかもしれない物質の存在が
確認できた。(A, A)となった 9物質に着目
すると、ホルムアルデヒド以外は揮発性が
低く、室内空気には移行しにくいと考えら
れるが、室内空気に存在する場合には飲食
物濃縮度ランクが高い（水分に吸収されや
すい）ため懸念される。高リスク懸念物質
となった 26物質に関しては、吸収しても
高濃度となるまでには時間がかかると思わ



れるが、室内に長期滞留する飲食物への濃
縮などの調査が必要であると考えられた。 
 
●経路④(製品→室内空気 
     →油含有食品→経口曝露) 
 表 4-2④、表 4-2④にスクリーニング結果
を示した。スクリーニング対象となった
329物質のうち計 45物質が高リスク懸念
物質(有害性, 曝露性)=（A,A）（A,B）
（B,A）と判定された。特に(A, A)となった
15物質は、2,2'-ジクロロ-4,4'-メチレンジア
ニリン、ホルムアルデヒド、シフルトリ
ン、ジコホル、ダイアジノン、シペルメト
リン、テトラクロルビンホス、トラロメト
リン、ビフェントリン、ホキシム、フェン
チオン、ディルドリン、ピレトリン、フィ
プロニル、ジクロフェンチオンであった。
これらのうち前 9物質は経路③でも(A, A)
物質となった。経路③での(A, A)の他に 6
物質が加わったが、これら 6物質は殺虫・
防虫剤、農薬成分であった。物質の物性値
を確認してみると、比較的農薬類に見られ
る、脂溶性かつ水溶性の物質が多いことが
確認された。 
 
●経路⑤(製品→室内空気→ダスト→吸入
曝露 or 製品から摩耗してダスト化または
製品にダストが接触して化学物質が移行し
たダストを吸入曝露)の結果・考察 
 表 4-2⑤にスクリーニング結果を示し
た。452物質がスクリーニング対象とな
り、そのうち 1物質が高リスク懸念物質と
なった。この 1物質は(A, B)となったステ
アリン酸鉛（塩化ビニル樹脂の安定剤）で
あった。 
 
●経路⑥(製品→室内空気→ダスト 
 or 製品が摩耗等してダスト化 
 or 製品に接触し化学物質がダストに移
行 
 →経口曝露) 
 表 4-2⑥にスクリーニング結果を示し
た。452物質がスクリーニング対象とな

り、そのうち 1物質が高リスク懸念物質と
なった。この 1物質は⑤と同様にステアリ
ン酸鉛であり、Hand-to-mouthによる曝露
が経路としては懸念されるように思われ
る。なお、経路①の吸入曝露では、(A, D)
にスクリーニングされており、蒸気圧が非
常に小さく、室内空気への移行はほとんど
考えられない物性である。ダストでの経口
曝露ではこのように、気相へ移行しにくい
物性の物質をも評価が高くなっている。こ
のような経路についても、代表物質につい
て詳細調査を行うことは有用と考えられ
る。 
 
●経路⑦(製品→直接接触経皮曝露) 
 表 4-2⑦にスクリーニング結果を示し
た。572物質がスクリーニング対象とな
り、そのうち 3物質が高リスク懸念物質と
判定された。(有害性, 曝露性)=(A, B)に
は、無水ピロメリット酸とエチレンジアミ
ンがスクリーニングされた。どちらの物質
も塗料中成分であり、室内での使用量が比
較的多い、または接触頻度がそれなりにあ
るためと考えられる。エチレンジアミンと
無水ピロメリット酸の分子量はそれぞれ
60.1と 218.1で、500よりも小さい。ま
た、logPowはそれぞれ 2.14と 0.05で、
logPow＜-1または 3.5<logPowの条件には
該当しないため、皮膚透過性ランクは aラ
ンクとなった。 
更に、(B, A)のヘキサメチレンジアミン
は、イソシアネート化合物（ポリウレタン
樹脂の原料）の原料であり、有害性が懸念
されている。プラスチック製品に含有して
いる樹脂成分であるため、接触頻度ランク
が aランクと高くなった。分子量が
116.2、logPowが 0.35であることから、皮
膚透過性ランクも aランクと高ランクとな
った。リン酸トリス(2-エチルヘキシル)
は、家電製品の塗料やインク・ワックスの
可塑剤として製品に含有されているという
ことから、比較的接触する機会が多いと考
えられ、接触頻度ランクが aランクとなっ



た。分子量は 435で、logPowは 4.23であ
ったため、皮膚透過性ランクは aランクと
なった。今回のスクリーニング手法では、
接触頻度は考慮したものの、接触時間は十
分に考慮できていないなど大きな不確実性
を有する。このような曝露経路の重要性を
考慮するためにも、詳細調査を行うことは
有用と考えられた。 
 
（３）室内濃度指針値設定物質の評価結果 
 指針値設定物質について、各曝露経路で
のスクリーニング結果を表 4-4に示した。
高リスク懸念物質と判定されたものは赤
色、次に懸念すべきものは薄赤色とした。
また、中には吸入以外の経路の方が懸念レ
ベルが高い物質も存在することや、対策が
進んだためかそれほど高リスク懸念では無
いと評価された物質も見られた。既に室内
での対策が進んでいたり、キシレンのよう
に異性体毎に評価されていない物質もある
が、実際の室内濃度や曝露量の評価結果な
どにより、本手法の妥当性を評価・検証す
ることも重要であると考えられた。 
 
（４）気相から油分への移行の確認実験 
 ③④製品からの室内空気への揮発 
 →食品や水への溶解・吸収（濃縮） 
 →経口曝露（③は水分④は油分への吸
収） 
という曝露経路に関して、本研究では、場
合によっては非常に濃縮倍率が高まること
から、特に室内空気から油への移行・濃縮
に注目している。重要な物性値として Poa
（オクタノール-空気分配係数）を想定
し、次式により推算値を求めるとともに実
測した。H28年度は、p-ジクロロベンゼン
のガス濃度を変えて実験し、Poa（推算
値）、つまりランク分けの精度を確認し
た。なお、 
p-ジクロロベンゼンの Poaは、一般的な物
性値であるオクタノール水分配係数
（POW）と無次元ヘンリー定数（HGW）と
を用いて、次式で推算できるとされる。 

 POA* ＝ POW ÷ HGW  
ここで、推算値を Poa*、実測値を Poaと
表すこととする。これより、p-ジクロロベ
ンゼンの logPoaは 4.4～4.7と推算され
た。室内で多く使用されており、室内濃度
指針値も設定されている p-ジクロロベンゼ
ンでは、推算値から Poa*が非常に大きい
ことが示唆された。 
 図 4-10にオクタノール中 p-ジクロロベ
ンゼン濃度の経時変化を示した。今年度の
実験では、早く気-液平衡に到達させるた
め、p-ジクロロベンゼン標準ガスをオクタ
ノール液面に吹き付けて、オクタノールが
十分に撹拌されるようにして実験した。こ
れより、昨年度より大幅に平衡到達時間は
短縮されて 6時間程度以内で到達すること
が確認された。また、実験開始後の初期の
オクタノール中濃度の変化から吸収速度を
求め、発生ガス濃度毎に図 4-11に示し
た。これより、吸収速度は室内濃度に比例
して吸収されていることが確認できる。ま
た平衡オクタノール中濃度より、Poaを算
出して表 4-5に示した。 
 p-ジクロロベンゼンでは、Poaの推算値
の精度は 4～10倍程度の差があることが分
かった。これは、Powの実測値自体が 2倍
程度の巾のあるものとなっており、実際の
推算精度は１桁以内とは思われる。推算値
を使用する以上、一桁以内程度の誤差はや
むを得ない渡考えられた。スクリーニング
の不確実性としては 1ランク程度ずれるこ
とを想定した方がよいと考えられる。 
 
Ｄ．考察 
 多様な曝露経路を想定して、高懸念物質
のスクリーニング手法について検討・改良
した。今年度は、吸入以外の曝露経路に関
しても、スクリーニング手法を検討し、高
懸念物質のスクリーニング結果を提示する
ことができた。 
 本研究では、どれか 1つの経路でも高リ
スク懸念と判定された物質については今後
詳細な検討が必要であると考えている。特



に、吸入曝露で指針値設定物質と同等以上
の評価となっている物質や、吸入曝露経路
以外で高リスク懸念物質と判定された物質
については、吸入曝露でのグリオキサール
のような、今まではあまり注目されてこな
かった物質も複数見られた。 
 また、室内空気から、食品中などの油へ
吸収（濃縮）して経口曝露という曝露経路
に関しては、オクタノールへの吸収実験結
果により、Poaの値によっては、平衡に到
達するまでに、数時間～数ヶ月（昨年度の
知見も併せて想定、環境条件によって大き
く異なる）の時間を要すること、Poa推算
式による推算値が１桁以内程度の精度は有
していることが確認された。 
 このように推算式を用いたランク分け
や、そもそものランク分けの考え方から、
ある程度の安全側に考えられてはいるが、
１桁（ランクが１つ）程度の不確実性は十
分にあり得る。また、特に有害性ランクに
関しては全ての物質について情報があるわ
けではなく、確度情報によってランク分け
された物質については、ランクが高くて
も、毒性強度としては低いことがあり得
る。そのため、過剰に安全側の評価となっ
ていることも考えられる。ただし、特に感
作性のような確度情報に関しては、個体差
も非常に大きいことが知られており、一概
に過剰に安全側と断じられないこともあろ
う。 
 本研究で得られた多様な曝露経路を考慮
したスクリーニング手法は、「高リスクが
懸念される物質」をスクリーニングするも
のであり、抽出された物質については、欠
損する情報を拡充して、より精度を高める
ことが必要である。 
 また、多様な曝露経路を想定した評価結
果から、物質によって懸念される曝露経路
も異なり、多様な曝露経路を考慮すること
の有用性を示すことができた。なお、今回
の評価結果では、ダスト経由での曝露につ
いては、高懸念物質は多く選定されなかっ
た。ダストへの物質の吸着性に関する情報

が十分ではなく、特に土壌粒子よりも有機
性の埃であると、長期間の室内の滞留によ
り、曝露経路④のような濃縮も想定される
ことから注意が必要である。 
 
Ｅ．結論 
 塗料、接着剤、殺虫・防虫剤、プラスチ
ック添加剤に用いられる化学物質の含有情
報を収集し、情報が得られない項目も多数
あるが 1,697物質の情報を集積できた。 
 また、多様な曝露経路毎に、有害性ラン
クと曝露性ランクとを組み合わせて、高リ
スク懸念物質をスクリーニング評価するこ
ととした。次の７つに曝露経路を詳細に分
類、整理して、スクリーニング手法を改
良・提案し、スクリーニング評価結果を提
示することができた。 
①製品からの室内空気への移行→吸入曝露 
②製品からの室内空気への移行→経皮曝露 
③④製品からの室内空気への揮発 
 →食品や水への溶解・吸収（濃縮） 
 →経口曝露（③は水分④は油分への吸
収） 
⑤製品から室内ダストへの移行→吸入曝露 
⑥製品から室内ダストへの移行→経口曝露 
⑦製品への直接接触→経皮曝露 
 適宜、スクリーニング結果の情報を、他
のサブテーマに情報提供してきた。高リス
ク懸念と想定される評価結果が得られた物
質については、更に情報を蓄積して詳細な
評価を行うことが必要と考えられた。 
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図4-3 本研究で考慮した曝露経路と関連する化学物質情報 
 
 
 
 

 
 
 

図 4-4 気相から油分への移行実験装置 
  



 
 
 

 

 
 
 
 

図 4-5 収集した有害性・曝露性関連情報 
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表4-1 有害性ランクの決定方法 
 
 

(1) 有害性ランクの定義 (吸入曝露) 

 
 

(2) 有害性ランクの定義(経口曝露) 

 
 

 (3) 有害性ランクの定義(経皮曝露) 

 

有害性
ランク

大気環境基準値、
WHOガイドライン値、
室内濃度指針値、

環境管理参考濃度(大気) [mg/m3]

発がん性確度
(IARC他※)

変異原性
確度
(EU他*6)

生殖毒性
確度
(EU他*6)

感作性
確度
(EU他*1,4,6,7)

A Group 1 H360 H334

B Group 2A, 2B H340 H361 H317

C － H341 H362

D Group 3

E Group 4

1.0× 10 < ≦ 1.0× 10

1.0 × 10 < ≦ 1.0 × 10

1.0× 10 < ≦ 1.0

1.0 <

≦ 1.0 × 10

※*1ACGIH,*2OSHA,*3NIOSH,*4DFG,*5AIHA,*6EU CLP,*7産衛会

有害性
ランク

水質環境基準、水道水質基準値、
水道水質管理目標値、
WHO飲料水ガイドライン値、

米国安全飲料水値、EPA水質クライテリア値
環境管理参考濃度(水) [mg/L]

発がん性確度
(IARC他※)

変異原性
確度
(EU他*6)

生殖毒性
確度
(EU他*6)

A Group 1 H360

B Group 2A, 2B H340 H361

C － H341 H362

D Group 3

E Group 4

1.0× 10 < ≦ 1.0× 10

1.0× 10 < ≦ 1.0

1.0 < ≦ 10

10 <

≦ 1.0 × 10

※*1ACGIH,*2OSHA,*3NIOSH,*4DFG,*5AIHA,*6EU CLP,*7産衛会

有害性
ランク

大気環境基準値、
WHOガイドライン値、
室内濃度指針値、
環境管理参考濃度(大気)、
[mg/m3]

水質環境基準、水道水質基準値、
水道水質管理目標値、
WHO飲料水ガイドライン値、

米国安全飲料水値、EPA水質クライテリア値
環境管理参考濃度(水) [mg/L]

発がん性確度
(IARC他※)

変異原性
確度
(EU他*6)

生殖毒性
確度
(EU他*6)

感作性
確度
(EU他*1,4,6,7)

A Group 1 H360 H334, H317

B Group 2A, 2B H340 H361

C － H341 H362

D Group 3

E Group 4

1.0× 10 < ≦ 1.0× 10

1.0 × 10 < ≦ 1.0 × 10

1.0× 10 < ≦ 1.0

1.0 <

≦ 1.0 × 10

※*1ACGIH,*2OSHA,*3NIOSH,*4DFG,*5AIHA,*6EU CLP,*7産衛会

1.0× 10 < ≦ 1.0× 10

1.0× 10 < ≦ 1.0

1.0 < ≦ 10

10 <

≦ 1.0 × 10



 

図 4-6 曝露性ランクの考え方 
 
 

 

（ａ）経路①(吸入曝露), ②(経皮曝露)での製品使用形態ランクの定義 

 
（ｂ）経路③④⑤(経口曝露)の製品使用形態ランクの定義 

 

図 4-7 製品使用形態ランクの考え方 

＋
曝露経路移行
ランクポイント

(-4～3点)

化学物質量
ランクポイント

(1～3点)
＋曝露性

ポイントの合計
=

曝露性ランク
さらに体内蓄積可能性の考慮曝露性ランク A B C D E

ポイント合計 7以上 6 5 4 3以下

製品使用形態
ランクポイント

(1～3点)

・揮発性等ﾗﾝｸ
・皮膚透過性ﾗﾝｸ
・飲食物濃縮度ﾗﾝｸ
・ダスト吸着性ﾗﾝｸ
・接触頻度ﾗﾝｸ

※曝露経路ごとに用いるランクは異なる
※曝露経路ごとに異なる

※経路①(吸入曝露)では、
4.8 ≦ ∩ 3.5 ≦ ⇒ 2ランクアップ

a2

a1
エアゾール剤、ポンプ式スプレー剤、

燻煙剤や燻蒸剤(水による加熱蒸散タイプを含む)などの
瞬時に室内に拡散されるタイプの製品、粉末・粉体状の製品

電気蚊取、タンスやクローゼットに入れるタイプの防虫剤などの
長時間使用して室内に放散されるタイプの製品、
床下で使用するシロアリ防除剤等の製品など

室内濃度が短期・高濃度となる使用の製品

室内濃度が長期・中濃度以上となる使用の製品

b室内製品の表面の加工に使用する塗料・ワックスなどの製品、
接着剤のような使用時に揮発する製品、

木材含有の植物油のような材料に含有し室内への放散が考えられる物質

c
室内濃度が長期・低濃度となる使用の製品

上記以外の固形剤、液剤、着色料や酸化防止剤を含む
その他製品(不明なものを含む)

室内濃度が影響しない製品

a電気蚊取、タンスやクローゼットに入れるタイプの防虫剤などの
長時間使用して室内に放散されるタイプの製品、
床下で使用するシロアリ防除剤等の製品など

室内濃度が長期・中濃度以上となる使用の製品

b室内製品の表面の加工に使用する塗料・ワックスなどの製品、
接着剤のような使用時に揮発する製品、

木材含有の植物油のような材料に含有し室内への放散が考えられる物質

c

室内濃度が長期・低濃度となる使用の製品

上記以外の固形剤、液剤、着色料や酸化防止剤を含む
その他製品(不明なものを含む)

室内濃度影響しない製品

エアゾール剤、ポンプ式スプレー剤、
燻煙剤や燻蒸剤(水による加熱蒸散タイプを含む)などの
瞬時に室内に拡散されるタイプの製品、粉末・粉体状の製品

室内濃度が短期・高濃度となる使用の製品



  

 

 

図 4-8 製品使用形態ランクの考え方 
 
 
 
 

製品使用量ランク
ポイント(1～3点) ＋

含有率ランク
ポイント(1～5点)

化学物質量ランク a(3点) b(2点) c(1点)

ポイント合計 [点] 8,7 6,5,4 3,2

化学物質量ランク

c
b
a

それ以下
d
e

c

a
b

※ は含有率[%]



 
図 4-9① 吸入曝露におけるスクリーニング手法 

揮発性等ランク

化学物質量ランク

さらに体内蓄積可能性を考慮する

製品使用形態ランク

有害性
ランク

大気環境基準値、
WHOガイドライン値、
室内濃度指針値、
環境管理参考濃度(大気)、
[mg/m3]

発がん性確度
(IARC他※)

変異原性
確度
(EU他*6)

生殖毒性
確度
(EU他*6)

感作性
確度
(EU他*1,4,6,7)

A Group 1 H360 H334

B Group 2A, 2B H340 H361 H317

C － H341 H362

D Group 3

E Group 4

1.0× 10 < ≦ 1.0× 10

1.0 × 10 < ≦ 1.0 × 10

1.0× 10 < ≦ 1.0

1.0 <

≦ 1.0 × 10

※*1ACGIH,*2OSHA,*3NIOSH,*4DFG,*5AIHA,*6EU CLP,*7産衛会

4.8 ≦ ∩ 3.5 ≦ ⇒ 2ランクアップ

a2

a1
エアゾール剤、ポンプ式スプレー剤、

燻煙剤や燻蒸剤(水による加熱蒸散タイプを含む)などの
瞬時に室内に拡散されるタイプの製品、粉末・粉体状の製品

電気蚊取、タンスやクローゼットに入れるタイプの防虫剤などの
長時間使用して室内に放散されるタイプの製品、
床下で使用するシロアリ防除剤等の製品など

室内濃度が短期・高濃度となる使用の製品

室内濃度が長期・中濃度以上となる使用の製品

b室内製品の表面の加工に使用する塗料・ワックスなどの製品、
接着剤のような使用時に揮発する製品、

木材含有の植物油のような材料に含有し室内への放散が考えられる物質

c
室内濃度が長期・低濃度となる使用の製品

上記以外の固形剤、液剤、着色料や酸化防止剤を含む
その他製品(不明なものを含む)

室内濃度が影響しない製品

製品使用量ランク
ポイント(1～3点) ＋

含有率ランク
ポイント(1～5点)

化学物質量ランク a(3点) b(2点) c(1点)

ポイント合計 [点] 8,7 6,5,4 3,2

化学物質量ランク

c
b
a

それ以下
d
e

c

a
b

※ は含有率[%]

d
c

a
b

25℃付近での蒸気圧が0.76Torr未満の液体または固体
常圧での沸点が220℃を超える液体
いずれも不明なもの

25℃付近で気体
25℃付近での蒸気圧が76Torr以上の液体または固体

常圧での沸点が89℃以下の液体

25℃付近での蒸気圧が7.6Torr以上76Torr未満の液体または固体
常圧での沸点が89℃を超え、150℃以下の液体
微粒子として排出される可能性がある固体

25℃付近での蒸気圧が0.76Torr以上7.6Torr未満の液体または固体
常圧での沸点が150℃を超え、220℃以下の液体

曝露性ランク

有害性ランク



 

図 4-9② 経路②経皮曝露におけるスクリーニング手法 
 
 

化学物質量ランク製品使用形態ランク

a2

a1
エアゾール剤、ポンプ式スプレー剤、

燻煙剤や燻蒸剤(水による加熱蒸散タイプを含む)などの
瞬時に室内に拡散されるタイプの製品、粉末・粉体状の製品

電気蚊取、タンスやクローゼットに入れるタイプの防虫剤などの
長時間使用して室内に放散されるタイプの製品、
床下で使用するシロアリ防除剤等の製品など

室内濃度が短期・高濃度となる使用の製品

室内濃度が長期・中濃度以上となる使用の製品

b室内製品の表面の加工に使用する塗料・ワックスなどの製品、
接着剤のような使用時に揮発する製品、

木材含有の植物油のような材料に含有し室内への放散が考えられる物質

c
室内濃度が長期・低濃度となる使用の製品

上記以外の固形剤、液剤、着色料や酸化防止剤を含む
その他製品(不明なものを含む)

室内濃度が影響しない製品

製品使用量ランク
ポイント(1～3点) ＋

含有率ランク
ポイント(1～5点)

化学物質量ランク a(3点) b(2点) c(1点)

ポイント合計 [点] 8,7 6,5,4 3,2

化学物質量ランク

c
b
a

それ以下
d
e

c

a
b

※ は含有率[%]

曝露性ランク

有害性ランク

さらに体内蓄積可能性の考慮

3.5 ≦ < 5.3 ⇒ 1ランクアップ
5.3 ≦ ⇒ 2ランクアップ

揮発性等ランク

d
c

a
b

25℃付近での蒸気圧が0.76Torr未満の液体または固体
常圧での沸点が220℃を超える液体
いずれも不明なもの

25℃付近で気体
25℃付近での蒸気圧が76Torr以上の液体または固体

常圧での沸点が89℃以下の液体

25℃付近での蒸気圧が7.6Torr以上76Torr未満の液体または固体
常圧での沸点が89℃を超え、150℃以下の液体
微粒子として排出される可能性がある固体

25℃付近での蒸気圧が0.76Torr以上7.6Torr未満の液体または固体
常圧での沸点が150℃を超え、220℃以下の液体

室内空気からの皮膚透過性ランク

有害性
ランク

大気環境基準値、
WHOガイドライン値、
室内濃度指針値、
環境管理参考濃度(大気)、
[mg/m3]

水質環境基準、水道水質基準値、
水道水質管理目標値、
WHO飲料水ガイドライン値、

米国安全飲料水値、EPA水質クライテリア値
環境管理参考濃度(水) [mg/L]

発がん性確度
(IARC他※)

変異原性
確度
(EU他*6)

生殖毒性
確度
(EU他*6)

感作性
確度
(EU他*1,4,6,7)

A Group 1 H360 H334, H317

B Group 2A, 2B H340 H361

C － H341 H362

D Group 3

E Group 4

1.0× 10 < ≦ 1.0× 10

1.0 × 10 < ≦ 1.0 × 10

1.0× 10 < ≦ 1.0

1.0 <

≦ 1.0 × 10

※*1ACGIH,*2OSHA,*3NIOSH,*4DFG,*5AIHA,*6EU CLP,*7産衛会

1.0× 10 < ≦ 1.0× 10

1.0× 10 < ≦ 1.0

1.0 < ≦ 10

10 <

≦ 1.0 × 10

皮膚透過性
ランク

皮膚透過係数

a (+2点)   1.2 ≦ log k p_b
b (+1点) 0.2 ≦ log k p_b  < 1.2

c (±0点) -0.8 ≦ log k p_b  < 0.2

d (-1点) -1.8 ≦ log k p_b  < -0.8

e (-2点) -2.8 ≦ log k p_b  < -1.8

f (-3点) -3.8 ≦ log k p_b  < -2.8
g (-4点)           log k p_b  < -3.8



 

 
 

図 4-9③ 経路③経口曝露におけるスクリーニング手法 

化学物質量ランク製品使用形態ランク
製品使用量ランク
ポイント(1～3点) ＋

含有率ランク
ポイント(1～5点)

化学物質量ランク a(3点) b(2点) c(1点)

ポイント合計 [点] 8,7 6,5,4 3,2

化学物質量ランク

c
b
a
それ以下

d
e

c

a
b

※ は含有率[%]

曝露性ランク

有害性ランク

有害性
ランク

水質環境基準、水道水質基準値、
水道水質管理目標値、
WHO飲料水ガイドライン値、

米国安全飲料水値、EPA水質クライテリア値
環境管理参考濃度(水) [mg/L]

発がん性確度
(IARC他※)

変異原性
確度
(EU他*6)

生殖毒性
確度
(EU他*6)

A Group 1 H360

B Group 2A, 2B H340 H361

C － H341 H362

D Group 3

E Group 4

1.0× 10 < ≦ 1.0× 10

1.0× 10 < ≦ 1.0

1.0 < ≦ 10

10 <

≦ 1.0 × 10

※*1ACGIH,*2OSHA,*3NIOSH,*4DFG,*5AIHA,*6EU CLP,*7産衛会

さらに体内蓄積可能性の考慮

3.5 ≦ < 5.3 ⇒ 1ランクアップ
5.3 ≦ ⇒ 2ランクアップ

揮発性等ランク

d
c

a
b

25℃付近での蒸気圧が0.76Torr未満の液体または固体
常圧での沸点が220℃を超える液体
いずれも不明なもの

25℃付近で気体
25℃付近での蒸気圧が76Torr以上の液体または固体

常圧での沸点が89℃以下の液体

25℃付近での蒸気圧が7.6Torr以上76Torr未満の液体または固体
常圧での沸点が89℃を超え、150℃以下の液体
微粒子として排出される可能性がある固体

25℃付近での蒸気圧が0.76Torr以上7.6Torr未満の液体または固体
常圧での沸点が150℃を超え、220℃以下の液体

飲食物濃縮度ランク

a電気蚊取、タンスやクローゼットに入れるタイプの防虫剤などの
長時間使用して室内に放散されるタイプの製品、
床下で使用するシロアリ防除剤等の製品など

室内濃度が長期・中濃度以上となる使用の製品

b室内製品の表面の加工に使用する塗料・ワックスなどの製品、
接着剤のような使用時に揮発する製品、

木材含有の植物油のような材料に含有し室内への放散が考えられる物質

c

室内濃度が長期・低濃度となる使用の製品

上記以外の固形剤、液剤、着色料や酸化防止剤を含む
その他製品(不明なものを含む)

室内濃度影響しない製品

エアゾール剤、ポンプ式スプレー剤、
燻煙剤や燻蒸剤(水による加熱蒸散タイプを含む)などの
瞬時に室内に拡散されるタイプの製品、粉末・粉体状の製品

室内濃度が短期・高濃度となる使用の製品

飲食物濃縮度
ランク

水分含有飲食物
(無次元ヘンリー定数)

a (+1点) logH ≦ -4.5

b (±0点) -4.5 < logH ≦ -3.5

c (-1点) -3.5 < logH ≦-2.5

d (-2点) -2.5 < logH ≦-1.5

e (-3点) -1.5 < logH ≦-0.5

f (-4点) -0.5 < logH



 
 

図 4-9④ 経路④経口曝露におけるスクリーニング手法 

化学物質量ランク製品使用形態ランク
製品使用量ランク
ポイント(1～3点) ＋

含有率ランク
ポイント(1～5点)

化学物質量ランク a(3点) b(2点) c(1点)

ポイント合計 [点] 8,7 6,5,4 3,2

化学物質量ランク

c
b
a

それ以下
d
e

c

a
b

※ は含有率[%]

曝露性ランク

有害性ランク

有害性
ランク

水質環境基準、水道水質基準値、
水道水質管理目標値、
WHO飲料水ガイドライン値、

米国安全飲料水値、EPA水質クライテリア値
環境管理参考濃度(水) [mg/L]

発がん性確度
(IARC他※)

変異原性
確度
(EU他*6)

生殖毒性
確度
(EU他*6)

A Group 1 H360

B Group 2A, 2B H340 H361

C － H341 H362

D Group 3

E Group 4

1.0× 10 < ≦ 1.0× 10

1.0× 10 < ≦ 1.0

1.0 < ≦ 10

10 <

≦ 1.0 × 10

※*1ACGIH,*2OSHA,*3NIOSH,*4DFG,*5AIHA,*6EU CLP,*7産衛会

さらに体内蓄積可能性の考慮

3.5 ≦ < 5.3 ⇒ 1ランクアップ
5.3 ≦ ⇒ 2ランクアップ

揮発性等ランク

d
c

a
b

25℃付近での蒸気圧が0.76Torr未満の液体または固体
常圧での沸点が220℃を超える液体
いずれも不明なもの

25℃付近で気体
25℃付近での蒸気圧が76Torr以上の液体または固体

常圧での沸点が89℃以下の液体

25℃付近での蒸気圧が7.6Torr以上76Torr未満の液体または固体
常圧での沸点が89℃を超え、150℃以下の液体
微粒子として排出される可能性がある固体

25℃付近での蒸気圧が0.76Torr以上7.6Torr未満の液体または固体
常圧での沸点が150℃を超え、220℃以下の液体

飲食物濃縮度ランク

a電気蚊取、タンスやクローゼットに入れるタイプの防虫剤などの
長時間使用して室内に放散されるタイプの製品、
床下で使用するシロアリ防除剤等の製品など

室内濃度が長期・中濃度以上となる使用の製品

b室内製品の表面の加工に使用する塗料・ワックスなどの製品、
接着剤のような使用時に揮発する製品、

木材含有の植物油のような材料に含有し室内への放散が考えられる物質

c

室内濃度が長期・低濃度となる使用の製品

上記以外の固形剤、液剤、着色料や酸化防止剤を含む
その他製品(不明なものを含む)

室内濃度影響しない製品

エアゾール剤、ポンプ式スプレー剤、
燻煙剤や燻蒸剤(水による加熱蒸散タイプを含む)などの
瞬時に室内に拡散されるタイプの製品、粉末・粉体状の製品

室内濃度が短期・高濃度となる使用の製品

飲食物濃縮度
ランク

油含有食品
(octanol-air分配係数)

a (+1点) 5.8 < logPOA
b (±0点) 4.8 < logPOA ≦ 5.8

c (-1点) 3.8 < logPOA ≦ 4.8

d (-2点) 2.8 < logPOA ≦ 3.8

e (-3点) 1.8 < logPOA ≦ 2.8

f (-4点) logPOA ≦ 1.8



 
 

図 4-9⑤ 経路⑤吸入曝露におけるスクリーニング手法 

化学物質量ランク製品使用形態ランク
製品使用量ランク
ポイント(1～3点) ＋

含有率ランク
ポイント(1～5点)

化学物質量ランク a(3点) b(2点) c(1点)

ポイント合計 [点] 8,7 6,5,4 3,2

化学物質量ランク

c
b
a

それ以下
d
e

c

a
b

※ は含有率[%]

曝露性ランク

有害性ランク

有害性
ランク

水質環境基準、水道水質基準値、
水道水質管理目標値、
WHO飲料水ガイドライン値、

米国安全飲料水値、EPA水質クライテリア値
環境管理参考濃度(水) [mg/L]

発がん性確度
(IARC他※)

変異原性
確度
(EU他*6)

生殖毒性
確度
(EU他*6)

A Group 1 H360

B Group 2A, 2B H340 H361

C － H341 H362

D Group 3

E Group 4

1.0× 10 < ≦ 1.0× 10

1.0× 10 < ≦ 1.0

1.0 < ≦ 10

10 <

≦ 1.0 × 10

※*1ACGIH,*2OSHA,*3NIOSH,*4DFG,*5AIHA,*6EU CLP,*7産衛会

さらに体内蓄積可能性の考慮

3.5 ≦ < 5.3 ⇒ 1ランクアップ
5.3 ≦ ⇒ 2ランクアップ

ダストへの吸着性ランク(吸入曝露)

a電気蚊取、タンスやクローゼットに入れるタイプの防虫剤などの
長時間使用して室内に放散されるタイプの製品、
床下で使用するシロアリ防除剤等の製品など

室内濃度が長期・中濃度以上となる使用の製品

b室内製品の表面の加工に使用する塗料・ワックスなどの製品、
接着剤のような使用時に揮発する製品、

木材含有の植物油のような材料に含有し室内への放散が考えられる物質

c

室内濃度が長期・低濃度となる使用の製品

上記以外の固形剤、液剤、着色料や酸化防止剤を含む
その他製品(不明なものを含む)

室内濃度影響しない製品

エアゾール剤、ポンプ式スプレー剤、
燻煙剤や燻蒸剤(水による加熱蒸散タイプを含む)などの
瞬時に室内に拡散されるタイプの製品、粉末・粉体状の製品

室内濃度が短期・高濃度となる使用の製品

ダストへの
吸着性ランク
(吸入曝露)

化学物質の土壌への吸着定数

a (+1点)         10.3 ≦ log Kd

b (±0点)           9.3 ≦ log Kd < 10.3

c (-1点) 8.3 ≦ log Kd < 9.3

d (-2点) 7.3 ≦ log Kd < 8.3

e (-3点) 6.3 ≦ log Kd < 7.3

f (-4点) 5.3 ≦ log Kd < 6.3

g (-5点)          log Kd < 5.3



 
 

図 4-9⑥ 経路⑥経口曝露におけるスクリーニング手法 

化学物質量ランク製品使用形態ランク
製品使用量ランク
ポイント(1～3点) ＋

含有率ランク
ポイント(1～5点)

化学物質量ランク a(3点) b(2点) c(1点)

ポイント合計 [点] 8,7 6,5,4 3,2

化学物質量ランク

c
b
a

それ以下
d
e

c

a
b

※ は含有率[%]

曝露性ランク

有害性ランク

有害性
ランク

水質環境基準、水道水質基準値、
水道水質管理目標値、
WHO飲料水ガイドライン値、

米国安全飲料水値、EPA水質クライテリア値
環境管理参考濃度(水) [mg/L]

発がん性確度
(IARC他※)

変異原性
確度
(EU他*6)

生殖毒性
確度
(EU他*6)

A Group 1 H360

B Group 2A, 2B H340 H361

C － H341 H362

D Group 3

E Group 4

1.0× 10 < ≦ 1.0× 10

1.0× 10 < ≦ 1.0

1.0 < ≦ 10

10 <

≦ 1.0 × 10

※*1ACGIH,*2OSHA,*3NIOSH,*4DFG,*5AIHA,*6EU CLP,*7産衛会

さらに体内蓄積可能性の考慮

3.5 ≦ < 5.3 ⇒ 1ランクアップ
5.3 ≦ ⇒ 2ランクアップ

ダストへの吸着性ランク(Hand-to-mouth)

a電気蚊取、タンスやクローゼットに入れるタイプの防虫剤などの
長時間使用して室内に放散されるタイプの製品、
床下で使用するシロアリ防除剤等の製品など

室内濃度が長期・中濃度以上となる使用の製品

b室内製品の表面の加工に使用する塗料・ワックスなどの製品、
接着剤のような使用時に揮発する製品、

木材含有の植物油のような材料に含有し室内への放散が考えられる物質

c

室内濃度が長期・低濃度となる使用の製品

上記以外の固形剤、液剤、着色料や酸化防止剤を含む
その他製品(不明なものを含む)

室内濃度影響しない製品

エアゾール剤、ポンプ式スプレー剤、
燻煙剤や燻蒸剤(水による加熱蒸散タイプを含む)などの
瞬時に室内に拡散されるタイプの製品、粉末・粉体状の製品

室内濃度が短期・高濃度となる使用の製品

ダストへの
吸着性ランク
(Hand-to-mouth)

化学物質の土壌への吸着定数

a (+1点)         10.8 ≦ log Kd

b (±0点)           9.8 ≦ log Kd < 10.8

c (-1点) 8.8 ≦ log Kd < 9.8

d (-2点) 7.8 ≦ log Kd < 8.8

e (-3点) 6.8 ≦ log Kd < 7.8

f (-4点) 5.8 ≦ log Kd < 6.8

g (-5点)          log Kd < 5.8



 
 

図 4-9⑦ 経路⑦経皮曝露におけるスクリーニング手法 

化学物質量ランク製品使用形態ランク

a2

a1
エアゾール剤、ポンプ式スプレー剤、

燻煙剤や燻蒸剤(水による加熱蒸散タイプを含む)などの
瞬時に室内に拡散されるタイプの製品、粉末・粉体状の製品

電気蚊取、タンスやクローゼットに入れるタイプの防虫剤などの
長時間使用して室内に放散されるタイプの製品、
床下で使用するシロアリ防除剤等の製品など

室内濃度が短期・高濃度となる使用の製品

室内濃度が長期・中濃度以上となる使用の製品

b室内製品の表面の加工に使用する塗料・ワックスなどの製品、
接着剤のような使用時に揮発する製品、

木材含有の植物油のような材料に含有し室内への放散が考えられる物質

c
室内濃度が長期・低濃度となる使用の製品

上記以外の固形剤、液剤、着色料や酸化防止剤を含む
その他製品(不明なものを含む)

室内濃度が影響しない製品

製品使用量ランク
ポイント(1～3点) ＋

含有率ランク
ポイント(1～5点)

化学物質量ランク a(3点) b(2点) c(1点)

ポイント合計 [点] 8,7 6,5,4 3,2

化学物質量ランク

c
b
a
それ以下

d
e

c

a
b

※ は含有率[%]

曝露性ランク

有害性ランク

さらに体内蓄積可能性の考慮
3.5 ≦ < 5.3 ⇒ 1ランクアップ

5.3 ≦ ⇒ 2ランクアップ

接触頻度ランク

製品に直接接触の皮膚透過性ランク

有害性
ランク

大気環境基準値、
WHOガイドライン値、
室内濃度指針値、
環境管理参考濃度(大気)、
[mg/m3]

水質環境基準、水道水質基準値、
水道水質管理目標値、
WHO飲料水ガイドライン値、

米国安全飲料水値、EPA水質クライテリア値
環境管理参考濃度(水) [mg/L]

発がん性確度
(IARC他※)

変異原性
確度
(EU他*6)

生殖毒性
確度
(EU他*6)

感作性
確度
(EU他*1,4,6,7)

A Group 1 H360 H334, H317

B Group 2A, 2B H340 H361

C － H341 H362

D Group 3

E Group 4

1.0× 10 < ≦ 1.0× 10

1.0 × 10 < ≦ 1.0 × 10

1.0× 10 < ≦ 1.0

1.0 <

≦ 1.0 × 10

※*1ACGIH,*2OSHA,*3NIOSH,*4DFG,*5AIHA,*6EU CLP,*7産衛会

1.0× 10 < ≦ 1.0× 10

1.0× 10 < ≦ 1.0

1.0 < ≦ 10

10 <

≦ 1.0 × 10

ランク 接触頻度 主な製品

a
何度も触れる
(数十回/day以上)

パソコンのキーボードなどのプラスチック製品,
 食器などの陶器, 書類などの紙類等

b
少し触れる
(数回/day)

カーテンなどの難燃剤, 壁や棚の塗料等
ドアノブや窓枠などの金属やプラスチック等

d
たまに触れる
(数回/month)

エアコンのフィルター等

e
めったに触れない
(数回/year以下)

天井の塗料や建材, 壁時計等

ランク 定義

a
(1点)

皮膚吸収率100%
(Mw≧500かつ
logPOW<-1または3.5<logPOWに該当しない物質)

b
(0点)

皮膚吸収率10%
(Mw≧500かつ
logPOW<-1または3.5<logPOWに該当する物質)



表 4-2① 経路①のスクリーニング結果 

 

 

 

表 4-2② 経路②のスクリーニング結果 

 

 

 

表 4-2③ 経路③のスクリーニング結果 

 

 

A B C D E

A 17 25 17 23 25

B 15 18 17 23 24

C 23 49 39 46 27

D 51 53 42 44 111

E 9 16 12 15 12

有害性ランク

曝
露
性
ラ
ン
ク

A B C D E

A 5 3 4 13 32

B 16 5 14 8 35

C 15 8 6 13 15

D 21 9 15 17 25

E 56 31 37 40 47

曝
露
性
ラ
ン
ク

有害性ランク

A B C D E

A 9 10 4 7 5

B 7 19 16 10 4

C 11 24 25 16 10

D 13 12 14 6 13

E 11 16 15 12 8

有害性ランク

曝
露
性
ラ
ン
ク



表 4-2④ 経路④のスクリーニング結果 

 

 

 

表 4-2⑤ 経路⑤のスクリーニング結果 

 

 

 

表 4-2⑥ 経路⑥のスクリーニング結果 

 

A B C D E

A 15 16 14 5 4

B 14 14 10 5 5

C 20 26 23 25 17

D 15 17 16 7 10

E 7 12 18 8 6

有害性ランク

曝
露
性
ラ
ン
ク

A B C D E
A 0 0 0 1 0
B 1 0 0 0 0
C 1 2 1 2 2
D 11 13 11 7 15
E 76 79 85 78 27

有害性ランク

曝
露
性
ラ
ン
ク

A B C D E

A 1 0 0 0 0

B 0 0 0 1 0

C 1 0 0 0 0

D 2 4 4 0 0

E 106 95 103 89 46

有害性ランク

曝
露
性
ラ
ン
ク



表 4-2⑦ 経路⑦のスクリーニング結果 

 

 
 

A B C D E

A 0 1 0 1 0

B 2 18 11 15 31

C 31 54 51 59 95

D 13 17 11 8 14

E 15 29 17 14 29

有害性ランク

曝
露
性
ラ
ン
ク



表 4-3① 経路①の高リスク懸念物質リスト 
 

吸
入
管
理

参
考
濃
度

ラ
ン
ク

経
口
管
理

参
考
濃
度

ラ
ン
ク

確
度
情
報
ラ
ン
ク

確
度
情
報

ラ
ン
ク

(感
作
性
を

除
く
)

吸
入
有
害
性
ラ
ン
ク

経
口
有
害
性
ラ
ン
ク

揮
発
性
ラ
ン
ク
使
用
形
態

ラ
ン
ク

製
品
使
用
量
ラ
ン
ク

含
有
率
ラ
ン
ク

化
学
物
質
量
ラ
ン
ク

体
内
蓄
積

可
能
性
曝
露
性

合
計
点
曝
露
性
ラ
ン
ク

10
1-
14
-4
２
，
２
’－
ジ
ク
ロ
ロ
－

４
，
４
’－
メ
チ
レ
ン
ジ
ア

ニ
リ
ン

塗
料
・接
着
剤
、
床
材
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
や
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
の

硬
化
剤

a
×

a
b

A
B

d
b

a
b

a
a

7
A

×

10
6-
99
-0
１
，
３
－
ブ
タ
ジ
エ
ン
ゴ
ム
製
品
な
ど
、
接
着
剤
や
ゴ
ム
ホ
ー
ス
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
N
B
R
ゴ
ム
な
ど
の
合
成
原
料
、

b
×

a
a

A
A

a
b

a
e

b
b

7
A

×
10
7-
15
-3
エ
チ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン
常
温
硬
化
型
防
食
塗
料
原
料
、
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
硬
化
剤
な
ど
、
接
着
剤
樹
脂
の
架
橋
剤

c
×

a
d

A
D

b
b

a
b

a
b

7
A

×
10
7-
22
-2
グ
リ
オ
キ
サ
ー
ル
水
性
塗
料
の
耐
水
性
、
対
洗
浄
性
な
ど
の
改
良
に
使
用
、
紙
仕
上
げ
剤
、
繊
維
処
理
剤
な
ど
、

a
×

a
c

A
C

a
b

a
e

b
b

7
A

空
気

11
5-
32
-2
ジ
コ
ホ
ル

シ
ロ
ア
リ
駆
逐
剤
、
ダ
ニ
殺
虫
剤

a
a

b
d

A
A

d
a2

a
c

b
a

7
A
ダ
ス
ト

12
00
68
-3
7-
3
フ
ィ
プ
ロ
ニ
ル

シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
ゴ
キ
ブ
リ
用
殺
虫
剤
(コ
ン
バ
ッ
ト
み
た
い
な
毒
餌
系
殺
虫
剤
)

a
a

A
A

d
a1

c
b

b
a

7
A

×
14
81
6-
18
-3
ホ
キ
シ
ム

シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、
木
材
防
腐
剤
、
防
除
剤
、

a
a

b
A

A
d
a2

a
c

b
a

7
A

×
29
21
-8
8-
2
ク
ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス

シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
（ク
ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス
）

a
c

d
d

A
C

d
a2

a
c

b
a

7
A

空
気

33
3-
41
-5
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン

シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
（ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
）、
防
除
剤
、

a
b

d
d

A
B

d
a2

a
c

b
a

7
A

×

50
-0
0-
0
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

メ
ラ
ミ
ン
系
、
ア
ミ
ン
系
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
系
、
キ
シ
レ
ン
系
な
ど
の
樹
脂
製
造
時
に
、
縮
合
反
応
剤
と

し
て
使
用
さ
れ
る
。
、
合
板
・木
質
系
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
・パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
・中
質
繊
維
板
・壁
紙

な
ど
の
接
着
剤
の
合
成
原
料
、
壁
紙
・塗
料
・接
着
剤
の
防
腐
剤
、
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
・グ
ラ
ス
ウ
ー

ル
・発
砲
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
な
ど
の
断
熱
材
に
￥
使
用
さ
れ
る
合
成
原
料
、
塗
料
や
接
着
剤
に
使

用
さ
れ
る
合
成
樹
脂
の
合
成
原
料
、

a
c

a
a

A
A

a
b

a
c

b
b

7
A

空
気

55
-3
8-
9
フ
ェ
ン
チ
オ
ン

畳
の
防
虫
剤
、
防
除
剤
、

a
a

c
c

A
A

d
a2

b
d

b
a

7
A

空
気

60
-5
7-
1
デ
ィ
ル
ド
リ
ン

シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
羊
毛
製
品
や
繊
維
製
品
の
防
虫
加
工
剤

a
a

c
c

A
A

d
a2

a
c

b
a

7
A

両
方

67
37
5-
30
-8
シ
ペ
ル
メ
ト
リ
ン

シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
殺
虫
剤
・農
薬

a
b

A
B

d
a2

a
c

b
a

7
A

×
68
35
9-
37
-5
シ
フ
ル
ト
リ
ン

シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
防
除
剤
、
ム
カ
デ
・カ
メ
ム
シ
等
の
忌
避
剤

a
b

A
B

d
a2

a
c

b
a

7
A

両
方

75
-0
1-
4
塩
化
ビ
ニ
ル

酢
酸
ビ
ニ
ル
と
の
共
重
合
物
は
耐
水
性
、
耐
薬
品
性
に
優
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
塗
料
、
耐
薬
品

用
塗
料
に
用
い
ら
れ
る
。
塩
化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー
の
み
の
単
重
合
物
（ホ
モ
ポ
リ
マ
ー
）、
他
の
モ

ノ
マ
ー
と
の
共
重
合
物
（コ
ポ
リ
マ
ー
）と
し
て
、
粉
体
塗
料
、
ゾ
ル
塗
料
に
も
用
い
ら
れ
る
。
、
壁

紙
・床
材
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
の
原
料
、

b
b

a
a

A
A

a
b

a
e

b
b

7
A

×

96
-3
3-
3
ア
ク
リ
ル
酸
メ
チ
ル
ア
ク
リ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
、
メ
タ
ク
リ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
、
酢
酸
ビ
ニ
ル
、
ス
チ
レ
ン
な
ど
他
の
モ
ノ
マ
ー

と
の
共
重
合
物
は
ア
ク
リ
ル
樹
脂
と
し
て
、
光
沢
、
硬
度
、
密
着
性
、
耐
候
性
、
耐
熱
性
に
優
れ

る
。
、
反
応
型
ア
ク
リ
ル
系
接
着
剤
原
料
、

c
×

a
c

A
C

a
b

a
e

b
b

7
A

×

97
-1
7-
6
ジ
ク
ロ
フ
ェ
ン
チ
オ
ン
シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、
農
薬

a
a

A
A

d
a2

a
c

b
a

7
A

×

10
1-
68
-8
メ
チ
レ
ン
ビ
ス
(4
,1
-フ
ェ

ニ
レ
ン
)=
ジ
イ
ソ
シ
ア

ネ
ー
ト

油
変
性
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
湿
気
硬
化
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ブ
ロ
ッ
ク
型
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ウ
レ
タ
ン
プ
レ
ポ

リ
マ
ー
な
ど
の
変
性
用
原
料
お
よ
び
ポ
リ
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
硬
化
剤
の
原
料
に
使
用
さ
れ
る
。
、
接

着
剤
・塗
料
・断
熱
材
（ウ
レ
タ
ン
樹
脂
）の
原
料
、
硬
化
剤
、

a
×

a
d

A
D

d
b

a
c

b
a

6
B

×

10
3-
11
-7
ア
ク
リ
ル
酸
２
－
エ
チ
ル

ヘ
キ
シ
ル

ア
ク
リ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
、
メ
タ
ク
リ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
、
酢
酸
ビ
ニ
ル
、
ス
チ
レ
ン
な
ど
他
の
モ
ノ
マ
ー

と
の
共
重
合
物
は
ア
ク
リ
ル
樹
脂
と
し
て
、
光
沢
、
硬
度
、
密
着
性
、
耐
候
性
、
耐
熱
性
に
優
れ

る
。
、
ア
ク
リ
ル
系
接
着
剤
・塗
料
、
ア
ク
リ
ル
系
樹
脂
製
品
の
原
料
、

a
×

b
d

A
D

d
b

a
e

b
a

6
B

×

10
6-
89
-8
エ
ピ
ク
ロ
ロ
ヒ
ド
リ
ン
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
塗
料
、
塗
料
・接
着
剤
、
床
材
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
の
原
料
、

a
a

b
b

A
A

b
b

a
e

b
b

6
B

×

10
9-
86
-4
２
－
メ
ト
キ
シ
エ
タ
ノ
ー

ル
樹
脂
溶
解
剤
、
ラ
ッ
カ
ー
、
水
性
塗
料
の
可
溶
化
剤
、
粘
土
調
整
剤
、
シ
ン
ナ
ー
、
塗
料
、
イ
ン

キ
、
ワ
ッ
ク
ス
の
溶
剤
、
溶
剤
形
・エ
マ
ル
シ
ョ
ン
形
接
着
剤

a
×

b
b

A
B

b
b

a
c

b
b

6
B

×

11
0-
00
-9
フ
ラ
ン

溶
剤
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
安
定
剤
な
ど
の
製
造
原
料

a
a

b
b

A
A
a

c
a

c
b

b
6

B
×

11
0-
85
-0
ピ
ペ
ラ
ジ
ン

常
温
硬
化
型
防
食
塗
料
原
料

e
×

a
A
×
b

b
a

e
b

b
6

B
×

13
14
-4
1-
6
四
酸
化
三
鉛

防
錆
、
塗
料
（堅
練
ペ
イ
ン
ト
、
さ
び
止
め
ペ
イ
ン
ト
用
）、
管
球
ガ
ラ
ス
（蛍
光
灯
、
真
空
管
、
T
V
ブ

ラ
ウ
ン
管
な
ど
の
放
射
性
防
止
剤
）、
光
学
ガ
ラ
ス
、
一
般
ガ
ラ
ス
、
陶
磁
器
、
ほ
う
ろ
う
、
畜
電

池
、
顔
料
、
ゴ
ム
、
合
成
樹
脂
、
電
子
材
料
、

a
b

b
b

A
B
b

b
a

c
b

b
6

B
×

14
1-
32
-2
ア
ク
リ
ル
酸
n-
ブ
チ
ル
ア
ク
リ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
、
メ
タ
ク
リ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
、
酢
酸
ビ
ニ
ル
、
ス
チ
レ
ン
な
ど
他
の
モ
ノ
マ
ー

と
の
共
重
合
物
は
ア
ク
リ
ル
樹
脂
と
し
て
、
光
沢
、
硬
度
、
密
着
性
、
耐
候
性
、
耐
熱
性
に
優
れ

る
。
、
ア
ク
リ
ル
系
接
着
剤
・塗
料
、
ア
ク
リ
ル
系
樹
脂
製
品
の
原
料
、

c
×

a
d

A
D
b

b
a

e
b

b
6

B
×

26
47
1-
62
-5
メ
チ
ル
－
１
，
３
－
フ
ェ
ニ

レ
ン
＝
ジ
イ
ソ
シ
ア
ナ
ー

ト

油
変
性
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
湿
気
硬
化
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ブ
ロ
ッ
ク
型
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ウ
レ
タ
ン
プ
レ
ポ

リ
マ
ー
な
ど
の
変
性
用
原
料
お
よ
び
ポ
リ
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
硬
化
剤
の
原
料
に
使
用
さ
れ
る
。
、
接

着
剤
・塗
料
・断
熱
材
（ウ
レ
タ
ン
樹
脂
）の
原
料
、
硬
化
剤
、

a
×

a
b

A
B
d

b
a

d
b

a
6

B
×

40
98
-7
1-
9

３
－
イ
ソ
シ
ア
ナ
ト
メ
チ

ル
－
３
，
５
，
５
－
ト
リ
メ

チ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル

＝
イ
ソ
シ
ア
ナ
ー
ト

無
黄
変
タ
イ
プ
の
湿
気
硬
化
型
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ブ
ロ
ッ
ク
型
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ウ
レ
タ
ン
プ
レ
ポ
リ

マ
ー
な
ど
の
変
性
用
原
料
お
よ
び
無
黄
変
ポ
リ
イ
ソ
シ
ア
ー
ネ
ー
ト
硬
化
剤
の
原
料
に
使
用
さ
れ

る
。
、
接
着
剤
樹
脂
の
架
橋
剤
、

a
×

a
A
×
d

b
a

e
b

a
6

B
×

78
-8
7-
5
１
，
２
－
ジ
ク
ロ
ロ
プ
ロ

パ
ン

溶
剤
等

b
c

a
d

A
C
b

b
a

c
b

b
6

B
空
気

79
-0
0-
5
1,
1,
2-
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
油
脂
・ワ
ッ
ク
ス
・天
然
樹
脂
溶
剤

a
b

c
c

A
B
b

b
a

c
b

b
6

B
空
気

80
01
-5
8-
9
石
炭
ク
レ
オ
ソ
ー
ト
木
材
防
腐
剤
、
殺
菌
剤
、
防
か
び
剤
、
防
汚
剤
、
殺
虫
剤
、
防
虫
剤
、
合
成
中
間
体

×
×

a
a

A
A
b

b
a

c
b

b
6

B
×

80
-6
2-
6
メ
タ
ク
リ
ル
酸
メ
チ
ル

ア
ク
リ
ル
ア
ミ
ド
、
ア
ク
リ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
、
メ
タ
ク
リ
ル
酸
エ
ス
テ
ル
、
酢
酸
ビ
ニ
ル
、
ス
チ
レ
ン
な

ど
他
の
モ
ノ
マ
ー
と
の
共
重
合
物
は
、
黄
変
性
の
少
な
い
、
光
沢
、
耐
候
性
、
耐
汚
染
性
に
優
れ

た
、
熱
硬
化
性
、
あ
る
い
は
常
乾
性
の
ア
ク
リ
ル
樹
脂
塗
料
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
乳
化

共
重
合
物
は
、
ア
ク
リ
ル
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
と
し
て
耐
ア
ル
カ
リ
性
、
耐
候
性
に
優
れ
る
。
、
メ
タ
ク
リ

ル
系
接
着
剤
・塗
料
、
メ
タ
ク
リ
ル
系
樹
脂
製
品
の
原
料
、
床
や
壁
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
使
用
さ
れ

る
、

d
d

a
d

A
D
b

b
a

d
b

b
6

B
×

91
-0
8-
7
2,
6-
ト
リ
レ
ン
ジ
イ
ソ
シ

ア
ネ
ー
ト

油
変
性
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
湿
気
硬
化
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ブ
ロ
ッ
ク
型
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ウ
レ
タ
ン
プ
レ
ポ

リ
マ
ー
な
ど
の
変
性
用
原
料
お
よ
び
ポ
リ
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
硬
化
剤
の
原
料
に
使
用
さ
れ
る
。

a
×

a
b

A
B
d

b
a

c
b

a
6

B
×

A
A

A
B

室
内
で
の

検
出

懸 念 レ ベ ル

C
A
S
_R
N

物
質
名

用
途
　
文
献
情
報

有
害
性
ラ
ン
ク

③
曝
露
性
ラ
ン
ク
(水
分
含
有
飲
食
物
→
経
口
)



表 4-3① 経路①の高リスク懸念物質リスト(続き) 
 

  

吸
入
管
理

参
考
濃
度

ラ
ン
ク

経
口
管
理

参
考
濃
度

ラ
ン
ク

確
度
情
報
ラ
ン
ク

確
度
情
報

ラ
ン
ク

(感
作
性
を

除
く
)

吸
入
有
害
性
ラ
ン
ク

経
口
有
害
性
ラ
ン
ク

揮
発
性
ラ
ン
ク
使
用
形
態

ラ
ン
ク

製
品
使
用
量
ラ
ン
ク

含
有
率
ラ
ン
ク

化
学
物
質
量
ラ
ン
ク

体
内
蓄
積

可
能
性
曝
露
性

合
計
点
曝
露
性
ラ
ン
ク

71
-4
3-
2
ベ
ン
ゼ
ン

塗
料
や
農
薬
の
溶
剤
、
合
成
樹
脂
（ポ
リ
ス
チ
レ
ン
、
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
）・
防
虫

剤
（パ
ラ
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
）の
合
成
原
料

b
b

a
a

B
A
a

b
a

c
b

b
7

A
空
気

10
0-
41
-4
エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
接
着
剤
、
塗
料
、
イ
ン
キ
、
ワ
ッ
ク
ス
、
防
水
剤
の
溶
剤

e
d

b
b

B
B
b

b
a

b
a

b
7

A
空
気

10
6-
46
-7
パ
ラ
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
衣
類
等
の
防
虫
・ト
イ
レ
の
芳
香
剤
、
衣
類
の
害
虫
用
、

d
d

b
b

B
B
c
a2

b
a

a
b

7
A

空
気

10
7-
06
-2
１
，
２
－
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
塩
化
ビ
ニ
ル
の
合
成
原
料
、
塗
料
、
イ
ン
キ
、
ワ
ッ
ク
ス
の
溶
剤
、
塗
料
剥
離
剤
、
燻
蒸
剤

b
b

b
b

B
B
b

b
a

a
a

b
7

A
空
気

10
7-
13
-1
ア
ク
リ
ロ
ニ
ト
リ
ル
ビ
ニ
ル
系
、
ア
ク
リ
ル
系
の
重
合
物
の
変
性
剤
と
し
て
用
い
ら
れ
、
塗
膜
の
硬
度
、
乾
燥
性
、
耐

薬
品
性
の
向
上
の
効
果
が
あ
る
。

b
a

b
b

B
A
a

b
a

e
b

b
7

A
×

10
8-
05
-4
酢
酸
ビ
ニ
ル

乳
化
重
合
物
は
酢
酸
ビ
ニ
ル
系
の
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
ペ
イ
ン
ト
と
し
て
、
比
較
的
低
コ
ス
ト
の
分
野
で

使
用
さ
れ
る
。
M
M
A
と
の
溶
液
共
重
合
物
は
、
瓦
用
塗
料
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
建
築
用
塗
料
と
し
て

広
く
用
い
ら
れ
る
。
、
木
材
、
家
具
な
ど
、
接
着
剤
（酢
酸
ビ
ニ
ル
系
、
木
工
用
ボ
ン
ド
な
ど
）の
原

料

d
×

b
b

B
B
a

b
a

c
b

b
7

A
×

11
0-
71
-4
１
，
２
－
ジ
メ
ト
キ
シ
エ
タ

ン
反
応
溶
媒
、
テ
フ
ロ
ン
等
の
樹
脂
溶
解
剤

e
×

b
b

B
B
a

b
a

c
b

b
7

A
×

11
5-
86
-6
ト
リ
フ
ェ
ニ
ル
ホ
ス
フ
ェ
ー

ト
、
可
塑
剤
、
難
燃
性
可
塑
剤
な
ど
、
可
塑
剤
、
難
燃
剤

b
×

d
d

B
D
d

b
a

b
a

a
7

A
空
気

11
67
14
-4
6-
6
ノ
バ
ル
ロ
ン

シ
ロ
ア
リ
防
除
剤

b
×

B
×
d
a2

a
c

b
a

7
A

×

11
7-
81
-7
フ
タ
ル
酸
ビ
ス
(2
-エ
チ

ル
ヘ
キ
シ
ル
)

可
塑
剤
、
シ
ー
ト
、
レ
ザ
ー
、
電
線
被
覆
材
、
ペ
ー
ス
ト
な
ど
、
壁
紙
、
床
材
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
軟

質
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
系
の
可
塑
剤
、
接
着
剤
・塗
料
・イ
ン
キ
の
可
塑
剤
、
接
着
剤
の
希
釈
剤

d
c

b
b

B
B
d

b
a

b
a

a
7

A
空
気

12
24
53
-7
3-
0
ク
ロ
ル
フ
ェ
ナ
ピ
ル
シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、

b
c

B
C
d
a2

a
c

b
a

7
A

×

12
6-
73
-8
リ
ン
酸
ト
リ
－
ｎ
－
ブ
チ

ル
耐
光
性
白
色
ラ
ッ
カ
ー
、
レ
ザ
ー
用
消
泡
剤
な
ど
、
接
着
剤
・塗
料
・イ
ン
キ
・ワ
ッ
ク
ス
の
添
加

剤
、

b
×

c
c

B
C
d

b
a

b
a

a
7

A
空
気

12
6-
99
-8
ク
ロ
ロ
プ
レ
ン

ク
ロ
ロ
プ
レ
ン
ゴ
ム
、
ゴ
ム
系
接
着
剤
の
原
料

d
×

b
b

B
B
a

b
a

e
b

b
7

A
×

12
8-
37
-0
ジ
ブ
チ
ル
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ト

ル
エ
ン

皮
張
り
防
止
剤
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
酸
化
防
止
剤
、
ア
ル
キ
ル
フ
ェ
ノ
ー
ル
系
防
止
剤
で
、
天
然
ゴ

ム
、
ジ
エ
ン
系
合
成
ゴ
ム
、
C
R
用
。
一
般
製
品
、
テ
ラ
ッ
ク
ス
用
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
、
有
機
ゴ

ム
薬
品
（老
化
防
止
剤
）

b
×

d
d

B
D
b

c
a

c
b

a
7

A
×

17
35
84
-4
4-
6
イ
ン
ド
キ
サ
カ
ル
ブ
シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、
し
ろ
あ
り
認
定
薬
剤
、

b
×

B
×
d
a2

a
c

b
a

7
A

×
22
24
8-
79
-9
テ
ト
ラ
ク
ロ
ル
ビ
ン
ホ
ス
シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、
防
除
剤
、

b
b

d
d

B
B
d
a2

a
c

b
a

7
A

×
52
64
5-
53
-1
ペ
ル
メ
ト
リ
ン

シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、
ダ
ニ
用
燻
蒸
剤
、
防
除
剤
、

b
c

b
d

B
C
d
a1

a
c

b
a

7
A

空
気

64
74
2-
48
-9
ナ
フ
サ
(石
油
)(
水
素
処

理
重
油
)

主
と
し
て
油
性
塗
料
、
ア
ル
キ
ド
塗
料
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
塗
料
及
び
シ
ン
ナ
ー
な
ど
に
使
用
す
る
e

×
b

b
B
B
a

b
a

c
b

b
7

A
×

67
-6
6-
3
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム

水
道
水
中
の
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
、
塗
料
・イ
ン
キ
の
溶
剤
、
ゴ
ム
や
ロ
ウ
の
溶
剤
、
フ
ッ
素
系
溶
媒
、
c

c
b

b
B
B
a

b
a

c
b

b
7

A
空
気

75
-0
9-
2
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン

ペ
イ
ン
ト
剥
離
剤
、
塗
料
の
剥
離
剤
、
溶
剤
等
、

d
c

b
b

B
B
a

b
a

a
a

b
8

A
空
気

79
-0
1-
6
１
，
１
，
２
－
ト
リ
ク
ロ
ロ

エ
チ
レ
ン

溶
剤
等
、
生
ゴ
ム
、
塗
料
、
油
脂
の
溶
剤
　
　
皮
革
の
洗
浄
剤
、

d
c

b
b

B
B
a

b
a

c
b

b
7

A
空
気

80
03
-3
4-
7
ピ
レ
ス
リ
ン

防
虫
剤
、
防
除
剤
、

c
b

b
d

B
B
d
a1

b
c

b
a

7
A

×
80
84
4-
07
-1
エ
ト
フ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ク
ス
シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
防
除
剤
、

b
c

B
C
d
a2

a
c

b
a

7
A

空
気

84
-7
4-
2
フ
タ
ル
酸
ジ
-n
-ブ
チ
ル
可
塑
剤
、
ラ
ッ
カ
ー
、
接
着
剤
、
レ
ザ
ー
、
殺
虫
剤
の
製
造
な
ど
、
壁
紙
、
床
材
な
ど
に
使
用
さ
れ

る
軟
質
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
系
の
可
塑
剤
、
接
着
剤
・塗
料
・イ
ン
キ
の
可
塑
剤

d
e

b
b

B
B
d

b
a

b
a

a
7

A
空
気

85
-6
8-
7
フ
タ
ル
酸
n-
ブ
チ
ル
=ベ

ン
ジ
ル

可
塑
剤
、
床
壁
用
タ
イ
ル
、
塗
料
用
、
ペ
ー
ス
ト
用
、
人
口
皮
革
・室
内
装
飾
品
用
、
壁
紙
、
床
材

な
ど
に
使
用
さ
れ
る
軟
質
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
系
の
可
塑
剤
、
接
着
剤
・塗
料
・イ
ン
キ
の
可
塑
剤
d

e
b

b
B
B
d

b
a

b
a

a
7

A
空
気

室
内
で
の

検
出

B
A懸 念 レ ベ ル

C
A
S
_R
N

物
質
名

用
途
　
文
献
情
報

有
害
性
ラ
ン
ク

③
曝
露
性
ラ
ン
ク
(水
分
含
有
飲
食
物
→
経
口
)



表 4-3② 経路②のスクリーニング結果 

 

吸
入
管
理

参
考
濃
度

ラ
ン
ク

経
口
管
理

参
考
濃
度

ラ
ン
ク

経
皮
管
理

参
考
濃
度

ラ
ン
ク

確
度
情
報
ラ
ン
ク

確
度
情
報

ラ
ン
ク

(感
作
性
を

除
く
)

経
皮
確
度

情
報
ラ
ン
ク

吸
入
有
害
性
ラ
ン
ク

経
口
有
害
性
ラ
ン
ク

経
皮
有
害
性
ラ
ン
ク

揮
発
性
ラ
ン
ク
使
用
形
態

ラ
ン
ク

製
品
使
用
量
ラ
ン
ク

含
有
率
ラ
ン
ク

化
学
物
質
量
ラ
ン
ク

皮
膚
透
過

性
ラ
ン
ク
体
内
蓄
積

可
能
性
曝
露
性

合
計
点
曝
露
性
ラ
ン
ク

66
84
1-
25
-6
ト
ラ
ロ
メ
ト
リ
ン

シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
防
除
剤
、

a
a

a
×

×
×

A
A

A
d

a2
a

c
b

a
a

7
A

10
7-
22
-2
グ
リ
オ
キ
サ
ー
ル
水
性
塗
料
の
耐
水
性
、
対
洗
浄
性
な
ど
の
改
良
に
使
用
、
紙
仕
上
げ
剤
、
繊
維
処
理
剤
な
ど
、

a
b

a
a

c
a

A
B

A
a

b
a

e
b

c
c

7
A

74
-3
1-
7
Ｎ
，
Ｎ
’－
ジ
フ
ェ
ニ
ル
－
ｐ
－
フ
ェ
ニ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン

有
機
ゴ
ム
薬
品
（老
化
防
止
剤
）、
接
着
剤
の
劣
化
・酸
化
防
止
剤
、

e
×

e
b

c
a

B
C

A
d

b
a

c
b

a
b

7
A

21
56
4-
17
-0
２
－
［（
チ
オ
シ
ア
ナ
ト
メ
チ
ル
）ス
ル
フ
ァ
ニ
ル
］－
１
，
３
－
ベ
ン
ゾ
チ
ア
ゾ
ー
ル

防
腐
、
防
か
び
剤

b
×

b
b

×
a

B
×

A
b

b
a

c
b

a
c

8
A

10
7-
15
-3
エ
チ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン
常
温
硬
化
型
防
食
塗
料
原
料
、
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
硬
化
剤
な
ど
、
接
着
剤
樹
脂
の
架
橋
剤

c
d

c
a

d
a

A
D

A
b

b
a

b
a

b
c

8
A

50
-0
0-
0
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

メ
ラ
ミ
ン
系
、
ア
ミ
ン
系
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
系
、
キ
シ
レ
ン
系
な
ど
の
樹
脂
製
造
時
に
、
縮
合
反
応
剤
と

し
て
使
用
さ
れ
る
。
、
合
板
・木
質
系
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
・パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
・中
質
繊
維
板
・壁
紙

な
ど
の
接
着
剤
の
合
成
原
料
、
壁
紙
・塗
料
・接
着
剤
の
防
腐
剤
、
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
・グ
ラ
ス
ウ
ー

ル
・発
砲
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
な
ど
の
断
熱
材
に
￥
使
用
さ
れ
る
合
成
原
料
、
塗
料
や
接
着
剤
に
使

用
さ
れ
る
合
成
樹
脂
の
合
成
原
料
、

a
b

a
a

a
a

A
A
A
a

b
a

c
b

d
c

6
B

80
-0
5-
7
ビ
ス
フ
ェ
ノ
ー
ル
A
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
、
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
樹
脂
や
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
の
原
料
、

d
c

c
b

c
a

B
C
A
d

b
a

e
b

a
c

6
B

89
-3
2-
7
無
水
ピ
ロ
メ
リ
ッ
ト
酸
ア
ル
キ
ド
塗
料
、
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
硬
化
剤
、

e
×

e
a
×

a
A
×
A
d

b
a

b
a

b
c

6
B

10
1-
72
-4
１
－
フ
ェ
ニ
ル
ア
ミ
ノ
－
４
－
イ
ソ
プ
ロ
ピ
ル
ア
ミ
ノ
－
ベ
ン
ゼ
ン

有
機
ゴ
ム
薬
品
（老
化
防
止
剤
）

d
×

d
b
×

a
B
×
A
d

0
a

c
b

a
b

6
B

10
1-
77
-9
４
，
４
’－
メ
チ
レ
ン
ジ
ア
ニ
リ
ン
塗
料
・接
着
剤
、
床
材
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
や
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
の

硬
化
剤

b
b

b
b

b
a

B
B
A
d

b
a

c
b

a
c

6
B

11
0-
85
-0
ピ
ペ
ラ
ジ
ン

常
温
硬
化
型
防
食
塗
料
原
料

e
×

e
a
×

a
A
×
A
b

b
a

e
b

c
c

6
B

11
2-
24
-3
ト
リ
エ
チ
レ
ン
テ
ト
ラ
ミ
ン
常
温
硬
化
防
食
塗
料
原
料
、
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
硬
化
剤
、

c
×

c
b

b
a

B
B
A
d

b
a

b
a

b
c

6
B

11
2-
57
-2
テ
ト
ラ
エ
チ
レ
ン
ペ
ン
タ
ミ
ンエ
ポ
キ
シ
樹
脂
の
硬
化
剤

e
×

e
b
×

a
B
×
A
d

0
a

b
a

a
c

6
B

12
0-
78
-5
ジ
（ベ
ン
ゾ
チ
ア
ゾ
リ
ル
－
２
）ジ
ス
ル
フ
ィ
ド

有
機
ゴ
ム
薬
品
（加
硫
促
進
剤
）

×
×

×
b
×

a
B
×
A
d

0
a

c
b

a
b

6
B

12
3-
77
-3
1,
1'
-ア
ゾ
ビ
ス
ホ
ル
ム
ア
ミ
ド
塗
料
の
見
か
け
膜
厚
を
厚
く
し
た
り
、
塗
料
に
断
熱
性
や
遮
音
性
を
付
与
す
る
、
有
機
発
泡
剤
、
e

×
e

a
×

a
A
×
A
d

b
a

c
b

a
c

6
B

14
0-
31
-8
2-
ピ
ペ
ラ
ジ
ン
-1
-イ
ル
エ
チ
ル
ア
ミ
ン

常
温
硬
化
型
防
食
塗
料
原
料

e
×

e
b
×

a
B
×
A
d

b
a

e
b

a
c

6
B

55
2-
30
-7
1,
2,
4-
ベ
ン
ゼ
ン
ト
リ
カ
ル
ボ
ン
酸
1,
2-
無
水
物

ア
ル
キ
ド
樹
脂
製
造
の
多
塩
基
酸
と
し
て
用
い
ら
れ
、
樹
脂
は
接
着
性
、
耐
薬
品
性
、
耐
熱
性
が

優
れ
、
色
調
及
び
保
色
性
に
も
優
れ
て
い
る
。
、
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
硬
化
剤
、

a
a

a
a
×

a
A
A
A
d

b
a

e
b

a
c

6
B

33
80
-3
4-
5
ト
リ
ク
ロ
サ
ン

抗
菌
・防
臭
加
工
剤

a
×

a
×

×
×

A
×
A
d

0
b

d
b

a
b

6
B

35
24
-6
8-
3
ト
リ
ア
ク
リ
ル
酸
ペ
ン
タ
エ
リ
ス
リ
ト
ー
ル

接
着
剤
の
希
釈
剤

×
×

×
b
×

a
B
×
A
d

b
a

e
b

a
c

6
B

40
67
-1
6-
7
3,
6,
9,
12
-テ
ト
ラ
ア
ザ
テ
ト
ラ
デ
カ
メ
チ
レ
ン
ジ
ア
ミ
ン

常
温
硬
化
型
防
食
塗
料
原
料

c
×

c
b
×

a
B
×
A
d

b
a

e
b

a
c

6
B

68
35
9-
37
-5
シ
フ
ル
ト
リ
ン

シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
防
除
剤
、
ム
カ
デ
・カ
メ
ム
シ
等
の
忌
避
剤

a
a

a
×

×
×

A
A
A
d
a2

a
c

b
b

a
6

B
68
10
9-
88
-6
９
，
９
－
ジ
オ
ク
チ
ル
－
４
，
７
，
１
１
－
ト
リ
オ
キ
ソ
－
３
，
８
，
１
０
－
ト
リ
オ
キ
サ
－
９
－
ス
タ
ン
ナ
テ
ト
ラ
デ
カ
－
５
，
１
２
－
ジ
エ
ン
－
１
４
－
酸
エ
チ
ル

塩
ビ
安
定
剤

b
×

b
×

×
×

B
×
B
d

c
a

c
b

a
a

7
A

80
84
4-
07
-1
エ
ト
フ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ク
ス
シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
防
除
剤
、

b
b

b
×

×
×

B
B
B
d
a2

a
c

b
a

a
7

A

10
75
34
-9
6-
3
テ
ブ
コ
ナ
ゾ
ー
ル

木
材
防
腐
剤
、
水
系
お
よ
び
溶
剤
系
塗
料
、
各
種
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
用
防
か
び
剤
、
防
腐
・防
カ

ビ
剤
、
接
着
剤
の
防
腐
・防
カ
ビ

c
b

b
c

c
c

C
B
B
d

b
a

c
b

a
b

7
A

物
質
名

用
途
　
文
献
情
報

有
害
性
ラ
ン
ク

②
曝
露
性
ラ
ン
ク
(室
内
空
気
→
経
皮
)

A
A

A
B

B
A懸 念 レ ベ ル

C
A
S
_R
N



表 4-3③ 経路③のスクリーニング結果 

吸
入
管
理

参
考
濃
度

ラ
ン
ク

経
口
管
理

参
考
濃
度

ラ
ン
ク

確
度
情
報
ラ
ン
ク

確
度
情
報

ラ
ン
ク

(感
作
性
を

除
く
)

吸
入
有
害
性
ラ
ン
ク

経
口
有
害
性
ラ
ン
ク

揮
発
性
ラ
ン
ク
使
用
形
態

ラ
ン
ク

製
品
使
用
量
ラ
ン
ク

含
有
率
ラ
ン
ク

化
学
物
質
量
ラ
ン
ク

飲
食
物

濃
縮
度
ラ
ン
ク

体
内
蓄
積

可
能
性
曝
露
性

合
計
点
曝
露
性
ラ
ン
ク

10
1-
14
-4
２
，
２
’－
ジ
ク
ロ
ロ
－
４
，
４
’－
メ
チ
レ
ン
ジ
ア
ニ
リ
ン

塗
料
・接
着
剤
、
床
材
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
や
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
の

硬
化
剤

a
a

a
b

A
A

d
b

a
b

a
a

b
7

A

11
5-
32
-2
ジ
コ
ホ
ル

シ
ロ
ア
リ
駆
逐
剤
、
ダ
ニ
殺
虫
剤

a
a

b
d

A
A

d
a2

a
c

b
a

b
7

A
22
24
8-
79
-9
テ
ト
ラ
ク
ロ
ル
ビ
ン
ホ
ス
シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、
防
除
剤
、

b
a

d
d

B
A

d
a2

a
c

b
a

b
7

A
33
3-
41
-5
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン

シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
（ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
）、
防
除
剤
、

a
a

d
d

A
A

d
a2

a
c

b
a

b
7

A

50
-0
0-
0
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

メ
ラ
ミ
ン
系
、
ア
ミ
ン
系
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
系
、
キ
シ
レ
ン
系
な
ど
の
樹
脂
製
造
時
に
、
縮
合
反
応
剤
と

し
て
使
用
さ
れ
る
。
、
合
板
・木
質
系
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
・パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
・中
質
繊
維
板
・壁
紙

な
ど
の
接
着
剤
の
合
成
原
料
、
壁
紙
・塗
料
・接
着
剤
の
防
腐
剤
、
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
・グ
ラ
ス
ウ
ー

ル
・発
砲
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
な
ど
の
断
熱
材
に
￥
使
用
さ
れ
る
合
成
原
料
、
塗
料
や
接
着
剤
に
使

用
さ
れ
る
合
成
樹
脂
の
合
成
原
料
、

a
b

a
a

A
A

a
b

a
c

b
a

c
8

A

66
84
1-
25
-6
ト
ラ
ロ
メ
ト
リ
ン

シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
防
除
剤
、

a
a

A
A

d
a2

a
c

b
a

a
8

A
67
37
5-
30
-8
シ
ペ
ル
メ
ト
リ
ン

シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
殺
虫
剤
・農
薬

a
a

A
A
d
a2

a
c

b
a

b
7

A
68
35
9-
37
-5
シ
フ
ル
ト
リ
ン

シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
防
除
剤
、
ム
カ
デ
・カ
メ
ム
シ
等
の
忌
避
剤

a
a

A
A
d
a2

a
c

b
a

a
8

A
82
65
7-
04
-3
ビ
フ
ェ
ン
ト
リ
ン

シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、
防
除
剤
、

a
a

A
A
d
a2

a
c

b
b

a
7

A
11
0-
00
-9
フ
ラ
ン

溶
剤
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
安
定
剤
な
ど
の
製
造
原
料

a
a

b
b

A
A
a

c
a

c
b

b
c

6
B

11
9-
12
-0
ピ
リ
ダ
フ
ェ
ン
チ
オ
ン
シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、
防
除
剤
、

a
a

A
A
d
a2

b
d

b
a

c
6

B
14
81
6-
18
-3
ホ
キ
シ
ム

シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、
木
材
防
腐
剤
、
防
除
剤
、

a
a

b
A
A
d
a2

a
c

b
b

b
6

B
55
-3
8-
9
フ
ェ
ン
チ
オ
ン

畳
の
防
虫
剤
、
防
除
剤
、

a
a

c
c

A
A
d
a2

b
d

b
b

b
6

B
56
-5
5-
3
ベ
ン
ゾ
ア
ン
ト
ラ
セ
ン
石
油
、
石
炭
、
樹
脂
、
紙
、
木
材
な
ど
、
炭
素
化
合
物
の
不
完
全
燃
焼
に
よ
り
生
じ
る

a
a

b
b

A
A
c

c
c

e
c

a
a

6
B

60
-5
7-
1
デ
ィ
ル
ド
リ
ン

シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
羊
毛
製
品
や
繊
維
製
品
の
防
虫
加
工
剤

a
a

c
c

A
A
d
a2

a
c

b
c

a
6

B
80
03
-3
4-
7
ピ
レ
ス
リ
ン

防
虫
剤
、
防
除
剤
、

c
a

b
d

B
A
d

c
b

c
b

a
a

6
B

10
7-
22
-2
グ
リ
オ
キ
サ
ー
ル
水
性
塗
料
の
耐
水
性
、
対
洗
浄
性
な
ど
の
改
良
に
使
用
、
紙
仕
上
げ
剤
、
繊
維
処
理
剤
な
ど
、
a

b
a

c
A
B
a

b
a

e
b

a
c

8
A

10
9-
86
-4
２
－
メ
ト
キ
シ
エ
タ
ノ
ー
ル
樹
脂
溶
解
剤
、
ラ
ッ
カ
ー
、
水
性
塗
料
の
可
溶
化
剤
、
粘
土
調
整
剤
、
シ
ン
ナ
ー
、
塗
料
、
イ
ン

キ
、
ワ
ッ
ク
ス
の
溶
剤
、
溶
剤
形
・エ
マ
ル
シ
ョ
ン
形
接
着
剤

a
b

b
b

A
B
b

b
a

c
b

a
c

7
A

11
0-
71
-4
１
，
２
－
ジ
メ
ト
キ
シ
エ
タ
ン
反
応
溶
媒
、
テ
フ
ロ
ン
等
の
樹
脂
溶
解
剤

e
×

b
b

B
B
a

b
a

c
b

b
c

7
A

12
24
53
-7
3-
0
ク
ロ
ル
フ
ェ
ナ
ピ
ル
シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、

b
b

B
B
d
a2

a
c

b
a

b
7

A
13
13
41
-8
6-
1
ナ
フ
サ
(石
油
)(
水
素
処
理
重
油
)

シ
ロ
ア
リ
防
除
剤

b
b

B
B
d
a2

a
c

b
a

b
7

A
64
74
2-
48
-9
ナ
フ
テ
ン
系
溶
剤
（芳
香
族
含
有
ミ
ネ
ラ
ル
ス
プ
リ
ッ
ト
）

主
と
し
て
油
性
塗
料
、
ア
ル
キ
ド
塗
料
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
塗
料
及
び
シ
ン
ナ
ー
な
ど
に
使
用
す
る
e

×
b

b
B
B
a

b
a

c
b

c
a

8
A

64
74
2-
95
-6
ソ
ル
ベ
ン
ト
ナ
フ
サ
油
性
塗
料
、
合
成
樹
脂
調
合
ペ
イ
ン
ト
な
ど
の
希
釈
剤
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
塗
料
、
ア
ル
キ
ド
樹

脂
、
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
の
溶
剤
、
ラ
ッ
カ
ー
、
特
殊
塗
料
用
シ
ン
ナ
ー
、

e
×

b
b

B
B
c

b
a

b
a

a
c

7
A

65
99
6-
79
-4
コ
ー
ル
タ
ー
ル
ナ
フ
サ
塗
料
や
イ
ン
キ
の
溶
剤

d
×

b
b

B
B
c

b
a

b
a

a
c

7
A

67
-6
6-
3
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム

水
道
水
中
の
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
、
塗
料
・イ
ン
キ
の
溶
剤
、
ゴ
ム
や
ロ
ウ
の
溶
剤
、
フ
ッ
素
系
溶
媒
、
c

b
b

b
B
B
a

b
a

c
b

b
c

7
A

80
84
4-
07
-1
エ
ト
フ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ク
ス
シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
防
除
剤
、

b
b

B
B
d
a2

a
c

b
a

a
8

A

物
質
名

用
途
　
文
献
情
報

有
害
性
ラ
ン
ク

③
曝
露
性
ラ
ン
ク
(水
分
含
有
飲
食
物
→
経
口
)

B
A

A
A

A
B懸 念 レ ベ ル

C
A
S
_R
N



表 4-3④ 経路④のスクリーニング結果 

 

吸
入
管
理

参
考
濃
度

ラ
ン
ク

経
口
管
理

参
考
濃
度

ラ
ン
ク

確
度
情
報
ラ
ン
ク

確
度
情
報

ラ
ン
ク

(感
作
性
を

除
く
)

吸
入
有
害
性
ラ
ン
ク

経
口
有
害
性
ラ
ン
ク

揮
発
性
ラ
ン
ク
使
用
形
態

ラ
ン
ク

製
品
使
用
量
ラ
ン
ク

含
有
率
ラ
ン
ク

化
学
物
質
量
ラ
ン
ク

飲
食
物

濃
縮
度
ラ
ン
ク

体
内
蓄
積

可
能
性
曝
露
性

合
計
点
曝
露
性
ラ
ン
ク

10
1-
14
-4
２
，
２
’－
ジ
ク
ロ
ロ
－
４
，
４
’－
メ
チ
レ
ン
ジ
ア
ニ
リ
ン

塗
料
・接
着
剤
、
床
材
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
や
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
の

硬
化
剤

a
a

a
b

A
A

d
b

a
b

a
a

b
7

A

11
5-
32
-2
ジ
コ
ホ
ル

シ
ロ
ア
リ
駆
逐
剤
、
ダ
ニ
殺
虫
剤

a
a

b
d

A
A

d
a2

a
c

b
a

b
7

A
22
24
8-
79
-9
テ
ト
ラ
ク
ロ
ル
ビ
ン
ホ
ス
シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、
防
除
剤
、

b
a

d
d

B
A

d
a2

a
c

b
a

b
7

A
33
3-
41
-5
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン

シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
（ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
）、
防
除
剤
、

a
a

d
d

A
A

d
a2

a
c

b
a

b
7

A

50
-0
0-
0
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

メ
ラ
ミ
ン
系
、
ア
ミ
ン
系
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
系
、
キ
シ
レ
ン
系
な
ど
の
樹
脂
製
造
時
に
、
縮
合
反
応
剤
と

し
て
使
用
さ
れ
る
。
、
合
板
・木
質
系
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
・パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
・中
質
繊
維
板
・壁
紙

な
ど
の
接
着
剤
の
合
成
原
料
、
壁
紙
・塗
料
・接
着
剤
の
防
腐
剤
、
ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
・グ
ラ
ス
ウ
ー

ル
・発
砲
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
な
ど
の
断
熱
材
に
￥
使
用
さ
れ
る
合
成
原
料
、
塗
料
や
接
着
剤
に
使

用
さ
れ
る
合
成
樹
脂
の
合
成
原
料
、

a
b

a
a

A
A

a
b

a
c

b
b

c
7

A

66
84
1-
25
-6
ト
ラ
ロ
メ
ト
リ
ン

シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
防
除
剤
、

a
a

A
A

d
a2

a
c

b
a

a
8

A
67
37
5-
30
-8
シ
ペ
ル
メ
ト
リ
ン

シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
殺
虫
剤
・農
薬

a
a

A
A
d
a2

a
c

b
a

b
7

A
68
35
9-
37
-5
シ
フ
ル
ト
リ
ン

シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
防
除
剤
、
ム
カ
デ
・カ
メ
ム
シ
等
の
忌
避
剤

a
a

A
A
d
a2

a
c

b
a

a
8

A
82
65
7-
04
-3
ビ
フ
ェ
ン
ト
リ
ン

シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、
防
除
剤
、

a
a

A
A
d
a2

a
c

b
a

a
8

A
14
81
6-
18
-3
ホ
キ
シ
ム

シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、
木
材
防
腐
剤
、
防
除
剤
、

a
a

b
A
A
d
a2

a
c

b
a

b
7

A
55
-3
8-
9
フ
ェ
ン
チ
オ
ン

畳
の
防
虫
剤
、
防
除
剤
、

a
a

c
c

A
A
d
a2

b
d

b
a

b
7

A
60
-5
7-
1
デ
ィ
ル
ド
リ
ン

シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
羊
毛
製
品
や
繊
維
製
品
の
防
虫
加
工
剤

a
a

c
c

A
A
d
a2

a
c

b
a

a
8

A
80
03
-3
4-
7
ピ
レ
ト
リ
ン

防
虫
剤
、
防
除
剤
、

c
a

b
d

B
A
d
a1

b
c

b
a

a
8

A
12
00
68
-3
7-
3
フ
ィ
プ
ロ
ニ
ル

シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
ゴ
キ
ブ
リ
用
殺
虫
剤
(コ
ン
バ
ッ
ト
み
た
い
な
毒
餌
系
殺
虫
剤
)

a
a

A
A
d
a1

c
b

b
a

b
7

A
97
-1
7-
6
ジ
ク
ロ
フ
ェ
ン
チ
オ
ン
シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、
農
薬

a
a

A
A
d
a2

a
c

b
a

b
7

A
11
0-
00
-9
フ
ラ
ン

溶
剤
、
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
安
定
剤
な
ど
の
製
造
原
料

a
a

b
b

A
A
a

0
a

c
b

b
c

6
B

11
9-
12
-0
ピ
リ
ダ
フ
ェ
ン
チ
オ
ン
シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、
防
除
剤
、

a
a

A
A
d
a2

b
d

b
a

c
6

B
56
-5
5-
3
ベ
ン
ゾ
ア
ン
ト
ラ
セ
ン
石
油
、
石
炭
、
樹
脂
、
紙
、
木
材
な
ど
、
炭
素
化
合
物
の
不
完
全
燃
焼
に
よ
り
生
じ
る

a
a

b
b

A
A
c

0
c

e
c

a
a

6
B

12
2-
14
-5
フ
ェ
ニ
ト
ロ
チ
オ
ン
シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、
防
除
剤
、

b
a

B
A
d
a2

a
c

b
a

c
6

B
10
7-
06
-2
１
，
２
－
ジ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
塩
化
ビ
ニ
ル
の
合
成
原
料
、
塗
料
、
イ
ン
キ
、
ワ
ッ
ク
ス
の
溶
剤
、
塗
料
剥
離
剤
、
燻
蒸
剤

b
a

b
b

B
A
b

b
a

a
a

c
c

6
B

26
47
1-
62
-5
メ
チ
ル
－
１
，
３
－
フ
ェ
ニ
レ
ン
＝
ジ
イ
ソ
シ
ア
ナ
ー
ト

油
変
性
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
湿
気
硬
化
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ブ
ロ
ッ
ク
型
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ウ
レ
タ
ン
プ
レ
ポ

リ
マ
ー
な
ど
の
変
性
用
原
料
お
よ
び
ポ
リ
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
硬
化
剤
の
原
料
に
使
用
さ
れ
る
。
、
接

着
剤
・塗
料
・断
熱
材
（ウ
レ
タ
ン
樹
脂
）の
原
料
、
硬
化
剤
、

a
a

a
b

A
A
d

b
a

d
b

a
b

6
B

40
98
-7
1-
9
３
－
イ
ソ
シ
ア
ナ
ト
メ
チ
ル
－
３
，
５
，
５
－
ト
リ
メ
チ
ル
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
＝
イ
ソ
シ
ア
ナ
ー
ト

無
黄
変
タ
イ
プ
の
湿
気
硬
化
型
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ブ
ロ
ッ
ク
型
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ウ
レ
タ
ン
プ
レ
ポ
リ

マ
ー
な
ど
の
変
性
用
原
料
お
よ
び
無
黄
変
ポ
リ
イ
ソ
シ
ア
ー
ネ
ー
ト
硬
化
剤
の
原
料
に
使
用
さ
れ

る
。
、
接
着
剤
樹
脂
の
架
橋
剤
、

a
a

a
A
A
d

b
a

e
b

a
b

6
B

62
-7
3-
7
ジ
ク
ロ
ル
ボ
ス

シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、
ダ
ニ
用
燻
蒸
剤
、
防
除
剤
、
ハ
エ
・蚊
等
の
忌
避
剤

a
a

a
b

A
A
d
a1

b
b

b
a

c
6

B
79
-0
0-
5
1,
1,
2-
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
タ
ン
油
脂
・ワ
ッ
ク
ス
・天
然
樹
脂
溶
剤

a
a

c
c

A
A
b

b
a

c
b

b
c

6
B

82
-6
8-
8
ペ
ン
タ
ク
ロ
ロ
ニ
ト
ロ
ベ
ン
ゼ
ン木
材
用
殺
菌
剤

b
a

b
d

B
A
d

b
a

c
b

a
b

6
B

87
-8
2-
1
ヘ
キ
サ
ブ
ロ
モ
ベ
ン
ゼ
ン
難
燃
剤

a
a

A
A
d

0
a

c
b

a
a

6
B

91
-0
8-
7
２
－
メ
チ
ル
－
１
，
３
－
フ
ェ
ニ
レ
ン
＝
ジ
イ
ソ
シ
ア
ナ
ー
ト

油
変
性
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
湿
気
硬
化
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ブ
ロ
ッ
ク
型
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ウ
レ
タ
ン
プ
レ
ポ

リ
マ
ー
な
ど
の
変
性
用
原
料
お
よ
び
ポ
リ
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト
硬
化
剤
の
原
料
に
使
用
さ
れ
る
。

a
a

a
b

A
A
d

b
a

c
b

a
b

6
B

91
-2
0-
3
ナ
フ
タ
レ
ン

畳
の
防
虫
剤
、
衣
類
の
害
虫
用
、

b
a

b
b

B
A
d
a2

b
a

a
b

c
6

B
67
48
5-
29
-4
β
－
メ
チ
ル
－
γ
－
ア
ル
キ
ル
（Ｃ
１
～
２
）－

ア
リ
、
ゴ
キ
ブ
リ
用
殺
虫
剤

a
a

A
A
d
a1

b
d

b
a

c
6

B
10
7-
22
-2
グ
リ
オ
キ
サ
ー
ル
水
性
塗
料
の
耐
水
性
、
対
洗
浄
性
な
ど
の
改
良
に
使
用
、
紙
仕
上
げ
剤
、
繊
維
処
理
剤
な
ど
、
a

b
a

c
A
B
a

b
a

e
b

b
c

7
A

12
24
53
-7
3-
0
ク
ロ
ル
フ
ェ
ナ
ピ
ル
シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、

b
b

B
B
d
a2

a
c

b
a

b
7

A
13
13
41
-8
6-
1
ﾌﾙ
ｼ
ﾞｵ
ｷ
ｿﾆ
ﾙ

シ
ロ
ア
リ
防
除
剤

b
b

B
B
d
a2

a
c

b
a

b
7

A
64
74
2-
48
-9
ナ
フ
サ
(石
油
)(
水
素
処
理
重
油
)

主
と
し
て
油
性
塗
料
、
ア
ル
キ
ド
塗
料
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
塗
料
及
び
シ
ン
ナ
ー
な
ど
に
使
用
す
る
e

×
b

b
B
B
a

b
a

c
b

a
a

10
A

64
74
2-
95
-6
ソ
ル
ベ
ン
ト
ナ
フ
サ
油
性
塗
料
、
合
成
樹
脂
調
合
ペ
イ
ン
ト
な
ど
の
希
釈
剤
、
フ
ェ
ノ
ー
ル
樹
脂
塗
料
、
ア
ル
キ
ド
樹

脂
、
メ
ラ
ミ
ン
樹
脂
の
溶
剤
、
ラ
ッ
カ
ー
、
特
殊
塗
料
用
シ
ン
ナ
ー
、

e
×

b
b

B
B
c

b
a

b
a

a
c

7
A

65
99
6-
79
-4
コ
ー
ル
タ
ー
ル
ナ
フ
サ
塗
料
や
イ
ン
キ
の
溶
剤

d
×

b
b

B
B
c

b
a

b
a

a
c

7
A

67
-6
6-
3
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム

水
道
水
中
の
ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
、
塗
料
・イ
ン
キ
の
溶
剤
、
ゴ
ム
や
ロ
ウ
の
溶
剤
、
フ
ッ
素
系
溶
媒
、
c

b
b

b
B
B
a

b
a

c
b

b
c

7
A

80
84
4-
07
-1
エ
ト
フ
ェ
ン
プ
ロ
ッ
ク
ス
シ
ロ
ア
リ
駆
除
剤
、
防
除
剤
、

b
b

B
B
d
a2

a
c

b
a

a
8

A
29
21
-8
8-
2
ク
ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス

シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
（ク
ロ
ル
ピ
リ
ホ
ス
）

a
b

d
d

A
B
d
a2

a
c

b
a

b
7

A

84
-7
4-
2
フ
タ
ル
酸
ジ
-n
-ブ
チ
ル
可
塑
剤
、
ラ
ッ
カ
ー
、
接
着
剤
、
レ
ザ
ー
、
殺
虫
剤
の
製
造
な
ど
、
壁
紙
、
床
材
な
ど
に
使
用
さ
れ

る
軟
質
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
系
の
可
塑
剤
、
接
着
剤
・塗
料
・イ
ン
キ
の
可
塑
剤

d
d

b
b

B
B
d

b
a

b
a

a
b

7
A

85
-6
8-
7
フ
タ
ル
酸
n-
ブ
チ
ル
=ベ
ン
ジ
ル
可
塑
剤
、
床
壁
用
タ
イ
ル
、
塗
料
用
、
ペ
ー
ス
ト
用
、
人
口
皮
革
・室
内
装
飾
品
用
、
壁
紙
、
床
材

な
ど
に
使
用
さ
れ
る
軟
質
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
系
の
可
塑
剤
、
接
着
剤
・塗
料
・イ
ン
キ
の
可
塑
剤
d

d
b

b
B
B
d

b
a

b
a

a
b

7
A

10
6-
46
-7
パ
ラ
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン
衣
類
等
の
防
虫
・ト
イ
レ
の
芳
香
剤
、
衣
類
の
害
虫
用
、

d
c

b
b

B
B
c
a2

b
a

a
c

b
7

A

11
7-
81
-7
フ
タ
ル
酸
ビ
ス
(2
-エ
チ
ル
ヘ
キ
シ
ル
)

可
塑
剤
、
シ
ー
ト
、
レ
ザ
ー
、
電
線
被
覆
材
、
ペ
ー
ス
ト
な
ど
、
壁
紙
、
床
材
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
軟

質
塩
化
ビ
ニ
ル
樹
脂
系
の
可
塑
剤
、
接
着
剤
・塗
料
・イ
ン
キ
の
可
塑
剤
、
接
着
剤
の
希
釈
剤

d
b

b
b

B
B
d

b
a

b
a

a
b

7
A

26
00
2-
80
-2
フ
ェ
ノ
ト
リ
ン

防
除
剤

b
b

B
B
d
a1

c
b

b
a

a
8

A

51
24
-3
0-
1
ジ
シ
ク
ロ
ヘ
キ
シ
ル
メ
タ
ン
ジ
イ
ソ
シ
ア
ネ
ー
ト

無
黄
変
タ
イ
プ
の
湿
気
硬
化
型
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ブ
ロ
ッ
ク
型
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
、
ウ
レ
タ
ン
プ
レ
ポ
リ

マ
ー
、
ウ
レ
タ
ン
ラ
ッ
カ
ー
な
ど
の
変
性
用
原
料
に
使
用
さ
れ
る
。
、
接
着
剤
樹
脂
の
架
橋
剤
、

a
b

a
A
B
d

b
a

c
b

a
a

7
A

52
64
5-
53
-1
ペ
ル
メ
ト
リ
ン

シ
ロ
ア
リ
防
除
剤
、
ダ
ニ
用
燻
蒸
剤
、
防
除
剤
、

b
b

b
d

B
B
d
a1

a
c

b
a

a
8

A

物
質
名

用
途
　
文
献
情
報

有
害
性
ラ
ン
ク

③
曝
露
性
ラ
ン
ク
(油
含
有
食
品
→
経
口
)

A
A

A
B

B
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表 4-4 指針値設定物質の各経路のスクリーニング結果 

 

 

CAS-RN 物質名
経路①
(吸入)

経路②
(経皮)

経路③
(水経口)

経路④
(油経口)

経路⑤
(埃吸入)

経路⑥
(埃経口)

経路⑦
(直接経皮)

50-00-0 ホルムアルデヒド (A, A) (A, B) (A, A) (A, A) (A, D) (A, E) (A, C)
333-41-5 ダイアジノン (A, A) (A, E) (A, A) (A, A) (A, E) (A, E) (A, D)
2921-88-2 クロルピリホス (A, A) (A, E) (B, B) (B, A) (B, E) (B, E) (A, D)
84-74-2 フタル酸ジ-n-ブチル (B, A) (B, B) (B, B) (B, A) (B, E) (B, E) (B, B)
117-81-7 フタル酸ビス(2-エチルヘキシル) (B, A) (B, D) (B, C) (B, A) (B, D) (B, E) (B, B)
100-41-4 エチルベンゼン (B, A) (B, E) (B, E) (B, C) (B, D) (B, E) (B, B)
106-46-7 パラジクロロベンゼン (B, A) (B, E) (B, C) (B, A) (B, D) (B, E) (B, B)
75-07-0 アセトアルデヒド (C, A) (A, D) (B, B) (B, C) (B, D) (B, E) (A, C)
108-88-3 トルエン (C, A) (C, E) (C, D) (C, C) (C, D) (C, E) (C, B)
100-42-5 スチレン (B, C) (B, E) (B, E) (B, D) (B, E) (B, E) (B, C)
108-38-3 ｍ－キシレン (D, A) (C, B) (C, A) (C, A) (C, D) (C, E) (C, B)
106-42-3 ｐ－キシレン (D, A) (C, E) (C, D) (C, C) (C, D) (C, E) (C, B)
3766-81-2 フェノブカルブ (C, C) (B, E) (B, B) (B, B) (B, E) (B, E) (B, D)
95-47-6 ｏ－キシレン (D, B) (C, E) (C, E) (C, C) (C, E) (C, E) (C, B)
629-59-4 テトラデカン (D, D) (E, E) (E, E) (E, C) (E, E) (E, E) (D, C)
1330-20-7 キシレン (D, B) (C, ×) (C, E) (C, A) (C, E) (C, E) (C, B)
※キシレンはo-, m-, p- とキシレンの4種存在。そのため、最も懸念側の結果を代表値とした。



 

図 4-10 オクタノール中 p-DCB濃度の経時変化 
 
 

 

図 4-11 発生ガス濃度ごとの吸収速度 

 

 

表 4-5 p-ジクロロベンゼンの の推算値と実測値との比較 
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